
　
栃
身
連
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
皆

さ
ん
と
と
も
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
会
は
、
昭
和
33
年
６
月
に
県
内
の
市
郡
身
障
者
福
祉
会
を
加
盟

団
体
と
し
て
故
川
村
会
長
を
中
心
と
し
て
発
足
、
昭
和
59
年
に
財
団

法
人
格
を
取
得
し
、
平
成
25
年
に
は
制
度
改
革
に
よ
り
一
般
財
団
法

人
と
し
て
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
54
年
の
栃
木
県
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
の
設

立
や
平
成
元
年
の
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
設
立
に
も
主
体

と
な
っ
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
諸
先
輩
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
障
害
者
を
理
解
し
惜
し
み

な
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
行
政
機
関
は
じ
め
関
係
各
位
の
賜
物
で

あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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顧
み
ま
す
と
、
障
害
者
福
祉
も
昭
和
25
年
の
身
体
障
害
者
福
祉
法

施
行
以
来
、
数
々
の
変
革
を
経
て
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
、
従
来
の
身
体
、
知
的
、
精
神
に
加
え
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
障

害
が
加
わ
り
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
考
え
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
合
理
的

配
慮
、
共
生
社
会
の
実
現
、
情
報
の
確
保
が
明
記
さ
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
年
後
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
国
で
は
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計
画
」
が
示
さ
れ
、
「
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
推
進
し
て
お
り
、
栃
木
県
に
お
い
て
も
２
０
２
２

年
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」
に

向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
障
害
者
の

社
会
参
加
と
理
解
促
進
並
び
に
栃
木
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
栃
身
連
と
し
て
も
60
周
年
を
機
に
過
去
を
真
摯
に
受
け
止
め
将
来

を
見
据
え
た
福
祉
事
業
を
展
開
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
会
員
は
じ

め
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
度
の
会
報
は
創
立
60
周
年
記
念
特
集
号
と
し
、
各
市

町
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
構
成
団
体
長
の
「
生
い
立
ち
」
を
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
あ
り
ま
す
の
で
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
お
人
柄
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

創
立
60
周
年
を
迎
え
て

一
般
財
団
法
人

栃
木
県
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　会  
長

　麦

　倉

　仁

　巳

こ
の
機
関
紙
は

赤
い
羽
根
共
同
募
金

に
よ
り
発
行
し
て
い
ま
す



　
昭
和
22
年
、
農
家
の
長
男
と

し
て
生
を
受
け
、
高
校
卒
業
と
同

時
に
家
業
に
従
事
す
る
が
、
19

歳
の
時
交
通
事
故
に
よ
り
右
下

腿
の
切
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
８

か
月
間
の
入
院
生
活
を
送
る
。

　
当
時
の
病
室
は
、
兵
舎
を
再
利

用
し
た
も
の
で
あ
り
１
部
屋
に

10
人
余
が
ベ
ッ
ド
を
並
べ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
自
ら
傷
口
を
ク
レ

ゾ
ー
ル
に
浸
し
て
消
毒
し
、
若
い

看
護
婦
さ
ん
に
後
処
理
を
任
せ
、

食
事
は
寝
て
い
る
胸
の
上
に
お

膳
の
ま
ま
置
か
れ
食
す
も
否
も

好
き
に
し
て
の
状
態
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
は
、
プ
ラ
イ

ド
を
捨
て
る
勇
気
と
生
き
る
た

め
の
精
神
力
を
培
う
も
の
で
も

あ
り
人
生
観
を
変
え
た
。

　
退
院
後
は
身
の
回
り
健
常
者

ば
か
り
。
義
足
を
着
け
た
脚
は
皮

が
む
け
血
が
滲
み
な
が
ら
も
階
段

栃身連創立60 周年記念特集号 (2)平成30年６月

を
２
段
ず
つ
昇
る
努
力
も
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
証
券
会
社
の
役
員

か
ら
「
君
み
た
い
に
人
生
の
ど
ん

底
に
落
ち
た
人
が
会
社
に
必
要

だ
」
と
誘
わ
れ
、
証
券
マ
ン
と
し

て
の
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
っ

た
が
、
周
り
は
大
卒
の
キ
ャ
リ
ア

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
学
力
を
カ
バ
ー
す
べ
く
証
券

外
務
員
資
格
を
は
じ
め
と
し
て

宅
地
建
物
取
引
士
、
無
線
技

士
、
危
険
物
取
扱
者
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
ビ

ジ
ネ
ス
実
務
法
務
な
ど
の
資
格

取
得
を
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
伸
び
し
た
生

活
の
中
で
障
害
者
団
体
の
存
在

を
知
り
、
そ
の
仲
間
と
い
る
と
精

神
的
に
和
み
心
の
オ
ア
シ
ス
と

な
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
後
、
職
場
や
妻
の
理
解
も

あ
り
市
の
会
長
を
引
き
受
け
、
行

政
と
の
関
り
で
海
外
の
障
害
者

と
の
交
流
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。

　
平
成
25
年
、
前
小
川
会
長
の

急
逝
に
よ
り
栃
身
連
会
長
を
引

き
継
ぎ
５
年
目
を
迎
え
る
。

　
好
き
な
言
葉
「
広
ク
会
議
ヲ
興
シ

万
機
公
論
ニ
決
ス
ベ
シ
」

　
昭
和
６
年
、
理
容
業
を
営
む
父
の

５
人
兄
弟
の
４
番
目
二
男
と
し
て

足
利
市
大
月
町
で
生
ま
れ
る
。

　
生
後
１
年
半
の
頃
、
小
児
麻
痺
に

罹
り
42
度
の
高
熱
で
九
死
に
一
生

を
得
る
も
右
下
肢
の
機
能
を
失
う
。

さ
ら
に
５
歳
頃
「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」

か
ら
中
耳
炎
に
な
り
右
耳
の
聴
覚
も

失
う
。

　
小
学
校
入
学
の
12
年
、
支
那
事
変

「
日
中
戦
争
」
勃
発
、
16
年
、
大
東

亜
戦
争
「
太
平
洋
戦
争
」
に
突
入
。

　
軍
需
工
場
で
働
き
、
県
立
足
利

工
業
学
校
夜
間
部
に
通
学
。
敗
戦

後
の
混
乱
期
、
25
年
に
兄
が
鉄

工
所
を
起
業
、
原
鉄
工
に
勤
務
。

　
26
年
10
月
、
父
の
急
逝
に
よ

り
家
業
の
理
容
業
を
継
ぐ
こ
と

と
な
り
29
年
４
月
、
作
新
高
等
理

容
美
容
学
院
通
信
課
程
に
入
学
、

32
年
理
容
師
免
許
取
得
、
３
年

後
に
理
容
所
管
理
師
免
許
を
取

り
30
歳
で
理
容
所
を
営
む
。

　
37
年
に
結
婚
、
３
男
２
女
を

授
か
る
。
41
歳
で
自
動
車
運
転

免
許
証
を
取
得
す
る
。

　
同
じ
こ
ろ
足
利
市
北
部
身
体
障

害
者
福
祉
会
入
会
。
56
年
足
身
連

代
議
員
、
63
年
北
部
福
祉
会
副
会

長
、
平
成
４
年
同
会
長
と
な
り
、

２
年
後
の
平
成
６
年
足
身
連
副
会

長
に
就
任
。
前
会
長
を
補
佐
し
、

14
年
足
身
連
会
長
と
な
る
。

　
現
在
、
栃
身
連
理
事
と
し
て
17

年
目
を
迎
え
る
。
そ
の
間
平
成
20

年
栃
身
連
副
会
長
に
推
挙
さ
れ
、

小
川
前
会
長
の
も
と
５
年
間
と
麦

倉
会
長
と
の
４
年
間
、
障
害
者
福

祉
に
つ
い
て
御
指
導
頂
い
た
こ
と

が
大
き
な
財
産
で
あ
る
。

宇
都
宮
市
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

会
長

平
成
10
年
就
任

麦
倉
仁
巳

足
利
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

会
長

平
成
14
年
就
任

原

康

む
ぎ
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生
家
は
自
転
車
販
売
業
。
昭
和

17
年
、
６
人
姉
兄
弟
の
５
番
目

と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
私
が
障
害
者
に
な
っ
た
の
は
、

生
後
８
ヶ
月
位
の
時
で
、
病
名
は

脊
髄
性
小
児
麻
痺
で
あ
る
。

　
当
時
は
太
平
洋
戦
争
中
で
、
医

師
も
小
児
麻
痺
に
つ
い
て
の
知

識
が
少
な
く
、
父
母
は
知
り
合
い

の
医
師
に
相
談
し
た
が
、
動
け
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
見
つ
け
も
の
と

言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
、
生

後
２
年
が
過
ぎ
た
頃
よ
り
伝
い

歩
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
ひ

と
り
で
歩
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。
小
学
校
に
入
る
頃

に
は
、
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
出

来
た
。
中
学
生
の
時
、
当
時
は
14

歳
で
申
請
が
出
来
た
バ
イ
ク
の

運
転
免
許
証
を
取
得
し
た
。
日
曜

日
に
は
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
ツ
ー

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

　
高
校
卒
業
後
は
栃
木
信
用
金

庫
に
就
職
が
決
ま
り
、
本
店
を
ふ

り
だ
し
に
預
金
業
務
・
得
意
先
業

務
・
貸
付
業
務
等
を
務
め
た
。

　
得
意
先
業
務
の
と
き
は
、
バ
イ

ク
で
雨
の
日
も
雪
の
日
も
風
の

日
も
得
意
先
を
訪
問
し
て
、
各
地

の
顧
客
と
出
会
い
良
い
思
い
出

が
出
来
た
。
大
平
南
支
店
・
都
賀

支
店
で
は
支
店
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
平
成
14
年
定
年

退
職
し
た
。

　
私
と
身
体
障
害
者
福
祉
会
の

関
わ
り
は
、
昭
和
42
年
に
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

か
ら
で
あ
る
。
昭
和
48
年
に
栃

木
市
身
体
障
害
者
福
祉
心
光
会

青
年
部
を
立
ち
上
げ
、
初
代
会
長

と
し
て
４
年
間
務
め
た
。
そ
の

後
、
平
成
12
年
４
月
の
心
光
会

総
会
で
会
計
に
な
り
、
平
成
14

年
４
月
の
総
会
で
、
前
大
山
会

長
に
推
さ
れ
会
長
に
就
任
し
た
。

現
在
は
旧
栃
木
市
・
大
平
町
・
藤

岡
町
・
都
賀
町
・
西
方
町
・
岩
舟

町
が
合
併
し
現
在
の
連
合
会
と

な
っ
て
い
る
。

　
中
学
卒
業
後
、
大
工
見
習
い
と

し
て
埼
玉
県
越
谷
市
で
働
き
は

じ
め
た
。

　
弟
子
入
り
か
ら
10
年
ほ
ど
経
っ

た
昭
和
43
年
、
年
老
い
た
父
の
跡

を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
た
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
だ
っ
た
。

　
建
築
作
業
中
に
左
腕
が
機
械

に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
左

前
腕
を
切
断
し
た
の
は
26
歳
の
時

だ
っ
た
。
結
婚
し
て
一
年
目
、

妻
は
妊
娠
し
て
い
た
。
シ
ョ
ッ
ク

で
予
定
よ
り
早
く
出
産
、
親
子
三

人
で
入
院
す
る
状
態
だ
っ
た
。

　
退
院
後
、
眠
れ
な
い
日
が
続
い

た
。
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
と
不

安
な
毎
日
。
次
第
に
落
ち
込
み
、

我
を
見
失
い
家
族
に
当
た
り
散

ら
す
情
け
な
い
自
分
が
い
た
。

　
そ
ん
な
折
、
福
祉
会
の
役
員
が

県
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
誘
っ
て

く
れ
た
。
と
て
も
行
く
気
に
は
な

れ
ず
に
断
り
続
け
て
い
た
が
、
熱

心
に
す
す
め
ら
れ
、
応
援
に
だ
け

な
ら
と
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

会
場
で
は
自
分
よ
り
は
る
か
に

重
い
障
害
を
持
つ
選
手
た
ち
が

明
る
く
元
気
に
し
て
い
る
姿
に
感

動
。
腕
一
本
く
ら
い
で
落
ち
込

ん
で
い
た
自
分
を
反
省
、
気
持
ち

を
切
り
替
え
前
へ
踏
み
出
す
勇
気

を
も
ら
っ
た
。

　
そ
の
後
、
町
の
福
祉
会
に
入
会
。

障
害
者
相
談
員
に
任
命
さ
れ
て

か
ら
は
、
地
区
の
会
員
を
訪
ね
歩

き
話
を
聞
い
て
ま
わ
っ
た
。
そ
の

う
ち
に
皆
が
自
分
を
待
ち
わ
び

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ

気
持
ち
を
共
有
し
信
頼
関
係
を

も
て
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。

　
現
在
は
佐
野
市
の
会
長
を
務

め
て
い
る
が
、
昨
年
大
病
を
患
い

静
養
中
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
後

進
に
道
を
譲
り
新
し
い
風
を
吹

き
込
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
。

　
福
祉
会
に
入
会
し
た
お
か
げ

で
た
く
さ
ん
の
人
と
め
ぐ
り
合

う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

栃
木
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

会
長

平
成
22
年
就
任

江
原
昭
吉

佐
野
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
会

会
長

平
成
23
年
就
任

横
塚
武
夫

  

え

　
　
　

  

は
ら

　
　

 

し
ょ
う

　
　

  

き
ち

よ
こ

　
　

   

づ
か

　
　

   

た
け

　
　
　お



(3) 平成30年６月栃身連創立60 周年記念特集号

　
生
家
は
自
転
車
販
売
業
。
昭
和

17
年
、
６
人
姉
兄
弟
の
５
番
目

と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
私
が
障
害
者
に
な
っ
た
の
は
、

生
後
８
ヶ
月
位
の
時
で
、
病
名
は

脊
髄
性
小
児
麻
痺
で
あ
る
。

　
当
時
は
太
平
洋
戦
争
中
で
、
医

師
も
小
児
麻
痺
に
つ
い
て
の
知

識
が
少
な
く
、
父
母
は
知
り
合
い

の
医
師
に
相
談
し
た
が
、
動
け
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
見
つ
け
も
の
と

言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
、
生

後
２
年
が
過
ぎ
た
頃
よ
り
伝
い

歩
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
ひ

と
り
で
歩
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。
小
学
校
に
入
る
頃

に
は
、
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
出

来
た
。
中
学
生
の
時
、
当
時
は
14

歳
で
申
請
が
出
来
た
バ
イ
ク
の

運
転
免
許
証
を
取
得
し
た
。
日
曜

日
に
は
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
ツ
ー

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

　
高
校
卒
業
後
は
栃
木
信
用
金

庫
に
就
職
が
決
ま
り
、
本
店
を
ふ

り
だ
し
に
預
金
業
務
・
得
意
先
業

務
・
貸
付
業
務
等
を
務
め
た
。

　
得
意
先
業
務
の
と
き
は
、
バ
イ

ク
で
雨
の
日
も
雪
の
日
も
風
の

日
も
得
意
先
を
訪
問
し
て
、
各
地

の
顧
客
と
出
会
い
良
い
思
い
出

が
出
来
た
。
大
平
南
支
店
・
都
賀

支
店
で
は
支
店
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
平
成
14
年
定
年

退
職
し
た
。

　
私
と
身
体
障
害
者
福
祉
会
の

関
わ
り
は
、
昭
和
42
年
に
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

か
ら
で
あ
る
。
昭
和
48
年
に
栃

木
市
身
体
障
害
者
福
祉
心
光
会

青
年
部
を
立
ち
上
げ
、
初
代
会
長

と
し
て
４
年
間
務
め
た
。
そ
の

後
、
平
成
12
年
４
月
の
心
光
会

総
会
で
会
計
に
な
り
、
平
成
14

年
４
月
の
総
会
で
、
前
大
山
会

長
に
推
さ
れ
会
長
に
就
任
し
た
。

現
在
は
旧
栃
木
市
・
大
平
町
・
藤

岡
町
・
都
賀
町
・
西
方
町
・
岩
舟

町
が
合
併
し
現
在
の
連
合
会
と

な
っ
て
い
る
。

　
中
学
卒
業
後
、
大
工
見
習
い
と

し
て
埼
玉
県
越
谷
市
で
働
き
は

じ
め
た
。

　
弟
子
入
り
か
ら
10
年
ほ
ど
経
っ

た
昭
和
43
年
、
年
老
い
た
父
の
跡

を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
た
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
だ
っ
た
。

　
建
築
作
業
中
に
左
腕
が
機
械

に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
左

前
腕
を
切
断
し
た
の
は
26
歳
の
時

だ
っ
た
。
結
婚
し
て
一
年
目
、

妻
は
妊
娠
し
て
い
た
。
シ
ョ
ッ
ク

で
予
定
よ
り
早
く
出
産
、
親
子
三

人
で
入
院
す
る
状
態
だ
っ
た
。

　
退
院
後
、
眠
れ
な
い
日
が
続
い

た
。
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
と
不

安
な
毎
日
。
次
第
に
落
ち
込
み
、

我
を
見
失
い
家
族
に
当
た
り
散

ら
す
情
け
な
い
自
分
が
い
た
。

　
そ
ん
な
折
、
福
祉
会
の
役
員
が

県
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
誘
っ
て

く
れ
た
。
と
て
も
行
く
気
に
は
な

れ
ず
に
断
り
続
け
て
い
た
が
、
熱

心
に
す
す
め
ら
れ
、
応
援
に
だ
け

な
ら
と
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

会
場
で
は
自
分
よ
り
は
る
か
に

重
い
障
害
を
持
つ
選
手
た
ち
が

明
る
く
元
気
に
し
て
い
る
姿
に
感

動
。
腕
一
本
く
ら
い
で
落
ち
込

ん
で
い
た
自
分
を
反
省
、
気
持
ち

を
切
り
替
え
前
へ
踏
み
出
す
勇
気

を
も
ら
っ
た
。

　
そ
の
後
、
町
の
福
祉
会
に
入
会
。

障
害
者
相
談
員
に
任
命
さ
れ
て

か
ら
は
、
地
区
の
会
員
を
訪
ね
歩

き
話
を
聞
い
て
ま
わ
っ
た
。
そ
の

う
ち
に
皆
が
自
分
を
待
ち
わ
び

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ

気
持
ち
を
共
有
し
信
頼
関
係
を

も
て
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。

　
現
在
は
佐
野
市
の
会
長
を
務

め
て
い
る
が
、
昨
年
大
病
を
患
い

静
養
中
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
後

進
に
道
を
譲
り
新
し
い
風
を
吹

き
込
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
。

　
福
祉
会
に
入
会
し
た
お
か
げ

で
た
く
さ
ん
の
人
と
め
ぐ
り
合

う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

栃
木
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

会
長

平
成
22
年
就
任

江
原
昭
吉

佐
野
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
会

会
長

平
成
23
年
就
任

横
塚
武
夫
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私
は
粟
野
町
に
生
ま
れ
育
ち
、

障
害
者
に
な
っ
た
の
は
50
年
も

昔
の
話
に
な
る
。

　
高
校
を
卒
業
後
、
大
工
に
な
り

た
く
て
工
務
店
に
就
職
し
た
。

　
20
歳
の
時
、
日
曜
日
に
近
所
の

家
を
建
て
る
た
め
製
材
所
の
手

伝
い
に
行
き
、
大
き
な
バ
ン
ド

ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
た
。
丸
太
を
製

材
し
て
い
た
と
き
、
不
幸
に
も
、

右
手
が
巻
き
込
ま
れ
指
を
切
り

落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
親
指
と
人

差
し
指
だ
け
に
な
り
、
重
い
木
材

を
持
っ
た
り
金
槌
を
使
う
と
き

に
は
大
変
苦
労
し
た
。

　
「
親
か
ら
も
ら
っ
た
五
体
満
足

の
体
だ
か
ら
、
も
っ
と
大
切
に

し
て
く
れ
よ
」
近
所
の
人
に
言
わ

れ
た
時
は
「
本
当
に
申
し
訳
な
い

こ
と
を
し
た
」
と
反
省
の
日
々
を

過
ご
し
た
。
一
瞬
の
ミ
ス
で
起
き

た
事
故
だ
が
、
反
省
と
そ
れ
を
悔

や
み
、
毎
日
が
悲
し
く
苦
し
い
時

が
続
い
た
。

　
人
づ
て
に
粟
野
に
身
障
者
の

団
体
が
あ
る
こ
と
を
知
り
身
障
福

祉
会
に
入
る
。
若
い
人
は
少
な
く

年
配
者
ば
か
り
で
は
あ
っ
た
が
、

一
緒
に
旅
行
に
行
き
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
参
加
し
、
明
る
く
皆
と

談
笑
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
平
成
18
年
に
鹿
沼
市
と
粟
野
町

が
合
併
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

粟
野
町
の
団
体
も
鹿
沼
市
の
親

交
福
祉
会
に
合
併
と
な
り
仲
間

入
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鹿
沼

の
会
員
の
皆
さ
ん
と
上
手
く

や
っ
て
い
け
る
か
心
配
を
し
て

い
た
が
、
当
時
の
菊
池
会
長
さ
ん

を
は
じ
め
、
役
員
や
会
員
の
皆
さ

ん
が
粟
野
か
ら
の
加
入
者
を
歓
迎

し
て
く
れ
た
。

　
現
在
は
会
長
と
な
り
５
年
が

過
ぎ
た
。
会
員
同
士
の
援
護
活
動

も
深
ま
り
、
高
齢
者
や
重
度
障
害

者
が
多
く
な
っ
て
き
て
は
い
る

が
、
お
互
い
を
よ
く
理
解
し
仲
良

く
励
ま
し
合
い
、
今
後
の
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
昭
和
23
年
10
月
、
よ
う
や
く

電
気
が
つ
い
た
。
灯
り
の
下
、
栗

山
村
に
４
人
兄
弟
の
末
っ
子
と

し
て
生
ま
れ
た
。

　
林
業
を
営
ん
で
い
た
父
が
事

故
で
急
死
し
た
の
は
中
学
２
年

の
時
だ
っ
た
。
今
ま
で
の
生
活
が

一
変
し
、
高
校
進
学
を
あ
き
ら
め

当
時
の
今
市
市
に
あ
る
畳
店
に

住
込
み
で
就
職
し
た
。
年
季
奉
公

を
含
め
８
年
間
勤
め
た
畳
店
を

辞
め
、
自
宅
に
帰
っ
て
開
業
し
た

が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、

東
京
に
い
る
友
達
を
頼
っ
て
半

年
後
に
上
京
し
た
。
畳
店
の
紹
介

を
お
願
い
し
て
も
、
当
時
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
不
景
気
だ
っ
た
た

め
、
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、
や
っ

と
北
千
住
に
ア
パ
ー
ト
付
き
の

仕
事
が
決
ま
っ
た
。

　
約
３
年
間
の
修
行
を
積
み
、
栗

山
へ
と
帰
っ
て
き
た
。
実
家
に
作

業
場
を
作
っ
て
本
格
的
に
取
り

組
み
、
湯
西
川
温
泉
の
ホ
テ
ル
か

ら
仕
事
を
請
け
負
う
よ
う
に
な

り
順
調
な
滑
り
出
し
と
な
っ
た
。

　
地
域
で
も
同
年
輩
の
友
人
た
ち

と
青
年
団
を
立
ち
上
げ
、
団
長

も
務
め
た
。
ま
た
58
年
に
は
栗

山
村
の
補
助
を
受
け
青
年
団
で

「
ハ
ム
工
場
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
翌
年
の
３
月
、
不
注
意
に
よ
り

右
手
首
を
切
断
し
半
年
の
入
院
・

リ
ハ
ビ
リ
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
私

の
生
活
が
一
変
し
た
。

　
60
年
か
ら
、
障
が
い
者
の
会

に
入
り
活
動
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
平
成
14
年
よ
り
、
栗

山
村
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長

に
就
任
し
、
率
先
し
て
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
に
参
加
し
た
。

　
18
年
、
市
町
村
合
併
に
よ
り

「
日
光
市
身
体
障
が
い
者
福
祉

連
合
会
」
と
名
称
が
変
わ
り
、
副

会
長
と
な
り
、
２
年
前
よ
り
会
長

に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　
家
族
や
周
り
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
畳
職
人
と
し
て

仕
事
を
し
て
い
る
。

鹿
沼
市
身
体
障
害
者
親
交
福
祉
会

会
長

平
成
25
年
就
任

葉
山

　
廣

日
光
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
連
合
会

会
長

平
成
28
年
就
任

君
島
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旧
穂
積
村
（
現
小
山
市
穂
積
地

区
）
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
９
人

兄
弟
の
末
っ
子
。
生
ま
れ
つ
き

の
手
指
の
障
が
い
（
短
指
症
）

が
あ
っ
た
。

　
旧
尋
常
高
等
小
学
校
在
学
時

に
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
、
太
平
洋

戦
争
が
起
き
た
の
を
、
自
宅
に
新

聞
の
集
金
に
来
た
人
が
「
い
よ
い

よ
戦
争
が
始
ま
っ
た
」
と
話
し
た

こ
と
か
ら
知
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
戦
時
中
は
、
勤
労
奉
仕
に

も
従
事
し
、
田
植
え
や
養
蚕
農
家

の
手
伝
い
、
タ
ニ
シ
や
イ
ナ
ゴ
取

り
を
や
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残

る
。
戦
後
、
当
時
は
土
地
や
田
ん

ぼ
が
多
く
な
け
れ
ば
、
農
家
を
継

ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

将
来
の
た
め
小
山
高
等
学
校
商

業
科
に
入
学
。
そ
ろ
ば
ん
の
試
験

を
２
度
受
け
、
途
中
ま
で
解
け
る

の
だ
が
、
障
が
い
の
た
め
指
が
震

え
て
玉
が
動
い
て
し
ま
い
、
全
問

回
答
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
る
。

　
高
校
卒
業
後
、
穂
積
村
農
協
に

入
所
。
事
務
仕
事
の
た
め
文
字
を

書
い
た
り
、
そ
ろ
ば
ん
等
で
苦
労

し
た
。
障
が
い
の
治
療
の
た
め
何

か
所
も
病
院
を
受
診
。
国
立
栃
木

病
院
（
現
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー
）

の
医
師
か
ら
教
え
ら
れ
た
「
失
わ

れ
た
も
の
を
数
え
る
な
、
残
さ
れ

た
機
能
を
最
大
限
に
生
か
せ
」
と

い
う
世
界
的
に
有
名
な
言
葉
に

感
銘
を
受
け
、
そ
の
後
、
字
を
書

く
仕
事
で
な
い
、
テ
レ
ビ
の
修
理

や
タ
ク
シ
ー
の
配
車
の
職
業
に

就
い
た
。

　
妻
と
は
職
場
で
出
会
い
、
現
在

の
天
皇
陛
下
の
ご
成
婚
と
同
じ

頃
に
結
納
し
た
た
め
、
パ
レ
ー
ド

の
中
継
を
一
緒
に
テ
レ
ビ
で
見

た
こ
と
が
感
慨
深
い
。

　
若
い
頃
か
ら
身
体
障
害
者
福

祉
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
。
15
年
前
か
ら
は
、
会
長
の
職

も
務
め
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
活

動
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
自
動
車
部
品
の
製
造
会
社
に

勤
め
て
い
た
昭
和
63
年
、
交
通

事
故
に
よ
り
脊
髄
損
傷
者
と
な

り
車
い
す
生
活
を
し
て
い
る
。

　
事
故
で
生
活
は
一
変
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
助
け
ら
れ
、
何

と
か
立
ち
直
る
こ
と
が
出
来
た
。

兄
弟
が
福
島
か
ら
交
代
で
病
院

に
来
て
看
病
し
て
く
れ
た
事
、
会

社
の
仲
間
が
気
を
配
っ
て
く
れ

た
事
、
又
、
家
内
が
看
護
師
で

救
急
搬
送
さ
れ
た
病
院
に
勤
務
し

て
居
て
、
脊
髄
損
傷
と
い
う
怪
我

を
理
解
し
て
動
揺
す
る
こ
と
な

く
支
え
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
。
事
故
後
２
年
間
の
病
院

生
活
を
経
て
、
元
の
職
場
に
復
帰
。

仲
間
の
助
け
を
得
て
何
と
か
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

　
55
歳
の
時
に
早
期
定
年
の
形
で

会
社
勤
め
を
辞
め
た
。
会
社
勤

め
の
時
は
障
が
い
者
や
福
祉
の

こ
と
に
は
関
わ
っ
た
こ
と
が
な

い
為
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

的
外
れ
な
こ
と
を
し
た
り
、
言
っ

た
り
も
し
た
。
怪
我
を
し
て
10
年

目
少
し
落
ち
着
い
た
頃
に
、
一
番

心
配
し
世
話
し
て
く
れ
た
母
が

突
然
亡
く
な
り
、
次
男
も
事
故

で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

と
き
は
自
分
が
怪
我
し
た
時
よ

り
も
大
き
な
衝
撃
で
、
一
時
は
生

き
て
行
く
気
力
さ
え
無
く
し
て

い
た
。
論
語
の
中
の
一
節
「
死
生

有
命
、
富
貴
在
天
」
と
い
う
言
葉

は
私
の
気
持
ち
に
深
く
刻
ま
れ

て
い
る
。
運
命
に
は
逆
ら
え
な
い

が
、
意
志
を
強
く
持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
で
思
い
通
り
に
過
ご
せ

る
と
思
う
。
怪
我
を
し
た
時
か
ら

新
し
い
人
生
が
始
ま
っ
た
と
思

え
ば
こ
れ
も
一
つ
の
人
生
。
積
極

的
に
社
会
参
加
し
楽
し
く
生
き

る
道
を
探
れ
ば
障
害
は
不
自
由

で
あ
っ
て
も
不
幸
で
は
な
い
と
言

え
る
。
こ
れ
か
ら
の
残
さ
れ
た

時
間
は
障
害
者
や
地
域
社
会
の

為
に
と
考
え
、
こ
の
思
い
は
忘

れ
ず
生
き
て
行
こ
う
と
思
う
。

小
山
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

会
長

平
成
15
年
就
任

清
水

　
浩

真
岡
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
29
年
就
任

村
上
八
郎
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旧
穂
積
村
（
現
小
山
市
穂
積
地

区
）
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
９
人

兄
弟
の
末
っ
子
。
生
ま
れ
つ
き

の
手
指
の
障
が
い
（
短
指
症
）

が
あ
っ
た
。

　
旧
尋
常
高
等
小
学
校
在
学
時

に
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
、
太
平
洋

戦
争
が
起
き
た
の
を
、
自
宅
に
新

聞
の
集
金
に
来
た
人
が
「
い
よ
い

よ
戦
争
が
始
ま
っ
た
」
と
話
し
た

こ
と
か
ら
知
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
戦
時
中
は
、
勤
労
奉
仕
に

も
従
事
し
、
田
植
え
や
養
蚕
農
家

の
手
伝
い
、
タ
ニ
シ
や
イ
ナ
ゴ
取

り
を
や
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残

る
。
戦
後
、
当
時
は
土
地
や
田
ん

ぼ
が
多
く
な
け
れ
ば
、
農
家
を
継

ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

将
来
の
た
め
小
山
高
等
学
校
商

業
科
に
入
学
。
そ
ろ
ば
ん
の
試
験

を
２
度
受
け
、
途
中
ま
で
解
け
る

の
だ
が
、
障
が
い
の
た
め
指
が
震

え
て
玉
が
動
い
て
し
ま
い
、
全
問

回
答
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
る
。

　
高
校
卒
業
後
、
穂
積
村
農
協
に

入
所
。
事
務
仕
事
の
た
め
文
字
を

書
い
た
り
、
そ
ろ
ば
ん
等
で
苦
労

し
た
。
障
が
い
の
治
療
の
た
め
何

か
所
も
病
院
を
受
診
。
国
立
栃
木

病
院
（
現
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー
）

の
医
師
か
ら
教
え
ら
れ
た
「
失
わ

れ
た
も
の
を
数
え
る
な
、
残
さ
れ

た
機
能
を
最
大
限
に
生
か
せ
」
と

い
う
世
界
的
に
有
名
な
言
葉
に

感
銘
を
受
け
、
そ
の
後
、
字
を
書

く
仕
事
で
な
い
、
テ
レ
ビ
の
修
理

や
タ
ク
シ
ー
の
配
車
の
職
業
に

就
い
た
。

　
妻
と
は
職
場
で
出
会
い
、
現
在

の
天
皇
陛
下
の
ご
成
婚
と
同
じ

頃
に
結
納
し
た
た
め
、
パ
レ
ー
ド

の
中
継
を
一
緒
に
テ
レ
ビ
で
見

た
こ
と
が
感
慨
深
い
。

　
若
い
頃
か
ら
身
体
障
害
者
福

祉
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
。
15
年
前
か
ら
は
、
会
長
の
職

も
務
め
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
活

動
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
自
動
車
部
品
の
製
造
会
社
に

勤
め
て
い
た
昭
和
63
年
、
交
通

事
故
に
よ
り
脊
髄
損
傷
者
と
な

り
車
い
す
生
活
を
し
て
い
る
。

　
事
故
で
生
活
は
一
変
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
助
け
ら
れ
、
何

と
か
立
ち
直
る
こ
と
が
出
来
た
。

兄
弟
が
福
島
か
ら
交
代
で
病
院

に
来
て
看
病
し
て
く
れ
た
事
、
会

社
の
仲
間
が
気
を
配
っ
て
く
れ

た
事
、
又
、
家
内
が
看
護
師
で

救
急
搬
送
さ
れ
た
病
院
に
勤
務
し

て
居
て
、
脊
髄
損
傷
と
い
う
怪
我

を
理
解
し
て
動
揺
す
る
こ
と
な

く
支
え
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
。
事
故
後
２
年
間
の
病
院

生
活
を
経
て
、
元
の
職
場
に
復
帰
。

仲
間
の
助
け
を
得
て
何
と
か
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

　
55
歳
の
時
に
早
期
定
年
の
形
で

会
社
勤
め
を
辞
め
た
。
会
社
勤

め
の
時
は
障
が
い
者
や
福
祉
の

こ
と
に
は
関
わ
っ
た
こ
と
が
な

い
為
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

的
外
れ
な
こ
と
を
し
た
り
、
言
っ

た
り
も
し
た
。
怪
我
を
し
て
10
年

目
少
し
落
ち
着
い
た
頃
に
、
一
番

心
配
し
世
話
し
て
く
れ
た
母
が

突
然
亡
く
な
り
、
次
男
も
事
故

で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

と
き
は
自
分
が
怪
我
し
た
時
よ

り
も
大
き
な
衝
撃
で
、
一
時
は
生

き
て
行
く
気
力
さ
え
無
く
し
て

い
た
。
論
語
の
中
の
一
節
「
死
生

有
命
、
富
貴
在
天
」
と
い
う
言
葉

は
私
の
気
持
ち
に
深
く
刻
ま
れ

て
い
る
。
運
命
に
は
逆
ら
え
な
い

が
、
意
志
を
強
く
持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
で
思
い
通
り
に
過
ご
せ

る
と
思
う
。
怪
我
を
し
た
時
か
ら

新
し
い
人
生
が
始
ま
っ
た
と
思

え
ば
こ
れ
も
一
つ
の
人
生
。
積
極

的
に
社
会
参
加
し
楽
し
く
生
き

る
道
を
探
れ
ば
障
害
は
不
自
由

で
あ
っ
て
も
不
幸
で
は
な
い
と
言

え
る
。
こ
れ
か
ら
の
残
さ
れ
た

時
間
は
障
害
者
や
地
域
社
会
の

為
に
と
考
え
、
こ
の
思
い
は
忘

れ
ず
生
き
て
行
こ
う
と
思
う
。

小
山
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

会
長

平
成
15
年
就
任

清
水

　
浩

真
岡
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
29
年
就
任

村
上
八
郎
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母
か
ら
聞
か
さ
れ
た
話
か
ら

す
る
と
、
私
は
生
後
７
ヶ
月
で

40
度
以
上
の
高
熱
が
で
て
脊
髄

性
小
児
麻
痺
に
罹
り
１
歳
過
ぎ

て
も
歩
く
ど
こ
ろ
か
立
て
な
か
っ

た
が
、
そ
の
後
マ
ッ
サ
ー
ジ
訓
練

等
を
経
て
、
元
気
に
小
学
校
に
通

い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
小
６
か
ら
中
１
に
か
け
て
、

栃
木
県
立
肢
体
不
自
由
児
施
設

「
若
草
学
園
」
に
親
元
を
離
れ

て
入
院
、
そ
の
間
手
術
治
療
訓

練
を
う
け
る
。

　
そ
の
当
時
の
仲
間
が
、
現
在

ま
で
深
く
か
か
わ
っ
た
大
事
な

仲
間
で
、
県
内
各
地
の
障
害
者

福
祉
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
高
校
、
大
学
を
卒
業
、

金
融
機
関
に
就
職
、
そ
こ
で
今
の

伴
侶
に
出
会
っ
た
。

　
障
害
者
の
私
の
申
し
出
を
受

け
て
も
ら
っ
て
結
婚
、
３
人
の

子
供
に
も
恵
ま
れ
旅
館
業
を
始

め
る
。

　
し
か
し
私
の
価
値
観
、
心
構

え
、
習
慣
等
こ
と
ご
と
く
対
立
、

幼
い
子
供
た
ち
に
は
２
人
の
い
や

な
場
面
を
見
せ
て
い
て
済
ま
な

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
正
直
ど
う
も
私
の
ほ
う
が
分

が
悪
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

妻
に
負
け
た
感
じ
が
強
く
、
い
つ

か
妻
に
勝
ち
た
い
、
い
つ
か
尊
敬

さ
れ
る
伴
侶
、
経
営
者
に
な
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
自
分
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
に

気
が
付
い
た
36
歳
の
と
き
、
自

分
を
変
え
よ
う
と
一
大
決
心
、

妻
の
強
い
指
摘
に
助
け
ら
れ
50
歳

を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
よ
う
や
く

穏
や
か
な
生
活
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
今
年
は
結
婚
40
周
年
。
母
親
、

３
人
の
子
供
た
ち
と
そ
の
家
族

総
勢
11
人
で
祝
う
と
と
も
に
残

り
の
人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
の
年

と
位
置
づ
け
、
二
人
で
新
た
な
目

標
を
も
っ
て
進
ん
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
昭
和
４
年
、
９
人
兄
弟
の
長
男

と
し
て
生
を
受
け
た
。
そ
の
年
は

世
界
恐
慌
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
の

影
響
を
受
け
て
、
６
年
に
満
州
事

変
が
起
こ
り
、
12
年
に
支
那
事

変
、
16
年
に
は
太
平
洋
戦
争
勃
発

と
い
う
戦
火
の
時
代
に
幼
少
期

を
過
ご
し
た
。
ゆ
え
に
子
供
の

頃
の
遊
び
と
言
え
ば
専
ら
戦
争

ご
っ
こ
で
あ
っ
た
。

　
学
校
に
お
い
て
も
、
軍
人
勅
語

の
授
業
が
行
わ
れ
、
農
村
部
で

は
、
男
性
は
徴
兵
さ
れ
、
農
耕
用

の
馬
で
さ
え
軍
馬
と
し
て
徴
用
さ

れ
た
た
め
、
残
さ
れ
た
老
人
・
女

性
・
子
供
が
手
作
業
で
農
作
業
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
さ
に
戦

争
一
色
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
15
年
、
少
年
飛
行
兵
に
志
願

し
、
難
関
を
突
破
し
立
川
陸
軍
少

年
飛
行
兵
学
校
へ
入
校
し
た
。

　
多
く
の
方
に
見
送
ら
れ
出
征

し
た
が
、
昭
和
20
年
８
月
15
日
、

日
本
は
敗
戦
し
、
再
び
学
校
へ
戻

り
勉
学
へ
勤
し
ん
だ
。

　
戦
後
は
物
が
な
い
時
代
だ
っ

た
。
卒
業
後
は
家
業
の
木
工
所
で

働
き
、
関
東
や
福
島
県
の
業
者
か

ら
買
い
入
れ
た
欅
で
製
品
を
製

造
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
し
た
。

製
造
中
に
丸
鋸
で
右
親
指
を
切
っ

て
し
ま
い
、
切
断
こ
そ
免
れ
た

が
、
機
能
を
喪
失
し
た
た
め
身
体

障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
。

　
ま
た
、
47
年
よ
り
市
議
会
議
員

を
９
期
務
め
た
。
今
日
ま
で
障

が
い
者
福
祉
の
向
上
と
理
解
促

進
の
た
め
邁
進
し
て
い
る
。
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
20
年

に
は
旭
日
小
綬
章
を
授
与
さ
れ

た
。

　
去
年
の
秋
に
88
歳
を
迎
え
た
。

健
康
と
家
族
に
恵
ま
れ
、
身
体
障

害
者
福
祉
会
の
事
業
に
精
力
的

に
活
動
で
き
る
こ
と
は
幸
せ
で

あ
り
、
現
在
の
平
和
な
日
本
で
、

仲
間
と
と
も
に
過
ご
す
穏
や
か

な
日
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

る
。

大
田
原
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
28
年
就
任

前
田
則
隆

矢
板
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

昭
和
62
年
就
任

室
井

　
祐
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米
国
と
の
戦
争
が
始
ま
っ
た

昭
和
16
年
、
私
は
小
学
校
３
年
生

だ
っ
た
。
物
も
段
々
な
く
な
り
、

学
校
に
は
素
足
で
行
き
、
足
が
痛

く
て
歩
け
な
い
事
も
あ
っ
た
。
家

が
農
家
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
に

帰
る
と
仕
事
が
待
っ
て
い
て
、
小

学
生
で
も
毎
日
の
よ
う
に
仕
事

に
励
ん
だ
。

　
や
が
て
終
戦
を
迎
え
、
私
も
中

学
校
を
卒
業
し
た
が
、
仕
事
も
な

く
、
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た

時
に
、
祖
母
に
「
こ
れ
か
ら
は
手

に
職
を
つ
け
る
べ
き
だ
」
と
言
わ

れ
た
の
を
機
に
建
築
職
人
に
な
る

と
決
意
し
た
。

　
幸
い
近
所
に
大
工
の
棟
梁
が

い
た
こ
と
か
ら
弟
子
入
り
し
た

際
、
「
辛
抱
し
て
仕
事
を
覚
え
れ

ば
必
ず
家
を
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
建
築

の
道
を
歩
み
始
め
た
。

　
当
初
、
建
築
の
仕
事
に
な
か
な

か
馴
染
め
な
か
っ
た
が
、
５
年
間

見
習
い
と
し
て
働
い
た
。

　
そ
し
て
、
一
人
前
と
認
め
て
も

ら
い
、
一
人
で
墨
付
け
を
し
て
建

築
を
任
さ
れ
た
時
に
は
、
夜
も
眠

れ
ぬ
ほ
ど
だ
っ
た
。
数
棟
の
建
築

に
携
わ
り
、
努
力
を
重
ね
、
精
進

し
た
。

　
そ
の
後
、
仕
事
を
求
め
て
東
京

へ
と
出
た
。
当
時
は
交
通
量
の
少

な
い
渋
谷
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交

差
点
を
、
大
工
道
具
を
自
転
車
の

荷
台
に
付
け
出
勤
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
る
。
東
京
で
は
著
名

人
の
家
の
建
築
に
も
携
わ
っ
た
。

　
数
年
の
東
京
で
の
生
活
後
に

田
舎
に
戻
っ
た
頃
に
は
数
多
く

の
仕
事
の
依
頼
が
あ
り
、
若
い
職

人
を
雇
い
、
自
分
の
経
験
を
生
か

し
て
五
人
の
職
人
を
育
て
上
げ

た
。

　
平
成
15
年
に
心
臓
を
患
い
、

大
工
の
棟
梁
か
ら
は
身
を
引
い

た
が
、
現
在
は
職
人
と
し
て
の
経

験
を
生
か
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
る
。

　
昭
和
21
年
、
那
須
郡
上
江
川

村
に
て
５
人
兄
弟
の
３
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。

　
私
が
生
ま
れ
た
後
、
父
と
母
は

開
拓
者
と
な
り
、
子
ど
も
５
人
を

育
て
上
げ
た
。
30
年
に
は
上
江
川

村
と
塩
谷
郡
喜
連
川
町
が
合
併

し
、
私
た
ち
家
族
は
喜
連
川
町

穂
積
に
て
過
ご
し
た
。

　
18
歳
の
時
、
東
京
都
羽
田
に
あ

る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
会
社
に
就
職

し
２
年
勤
め
た
後
退
職
。
そ
の
後

大
型
免
許
を
取
得
し
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
の
仕
事
に
入
っ
た
。
北
は
青

森
、
南
は
九
州
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
を

走
ら
せ
、
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る

と
き
に
不
幸
が
起
き
た
。

　
47
年
、
千
葉
県
幕
張
市
の
埋

め
立
て
工
事
を
行
っ
て
い
る
場

所
へ
荷
物
を
輸
送
に
行
き
、
荷
卸

し
の
際
、
右
足
大
腿
切
断
と
い
う

大
き
な
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
身

体
障
害
者
と
な
り
、
そ
の
後
、

氏
家
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
に

入
会
し
た
。

　
52
年
、
理
髪
店
を
開
業
、
妻
と

２
人
で
３
人
の
男
の
子
を
育
て
な

が
ら
、
福
祉
会
の
役
員
に
な
り
、

県
や
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
日
帰

り
研
修
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
き
た
。

　
平
成
７
年
に
氏
家
町
身
体
障

害
者
福
祉
会
副
会
長
と
町
の
相

談
員
に
な
り
、
17
年
に
氏
家
町

と
喜
連
川
町
が
合
併
し
さ
く
ら

市
と
な
っ
た
後
も
、
副
会
長
と

相
談
員
を
継
続
、
そ
の
後
、
四
代

目
の
会
長
に
選
任
さ
れ
、
現
在
、

会
の
運
営
に
励
む
傍
ら
、
昨
年
度

か
ら
は
栃
身
連
の
副
会
長
に
も
選

任
さ
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
、
会
の
益
々

の
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
。

那
須
塩
原
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
28
年
就
任

高
橋

　
亨

さ
く
ら
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
26
年
就
任

白
井

　
新

た
か

　
　

   

は
し

　
　
　
　
　
　
　と
お
る

し
ら

　
　
　

 

い

　
　
　
　
　
　
　

   

あ
ら
た
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米
国
と
の
戦
争
が
始
ま
っ
た

昭
和
16
年
、
私
は
小
学
校
３
年
生

だ
っ
た
。
物
も
段
々
な
く
な
り
、

学
校
に
は
素
足
で
行
き
、
足
が
痛

く
て
歩
け
な
い
事
も
あ
っ
た
。
家

が
農
家
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
に

帰
る
と
仕
事
が
待
っ
て
い
て
、
小

学
生
で
も
毎
日
の
よ
う
に
仕
事

に
励
ん
だ
。

　
や
が
て
終
戦
を
迎
え
、
私
も
中

学
校
を
卒
業
し
た
が
、
仕
事
も
な

く
、
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た

時
に
、
祖
母
に
「
こ
れ
か
ら
は
手

に
職
を
つ
け
る
べ
き
だ
」
と
言
わ

れ
た
の
を
機
に
建
築
職
人
に
な
る

と
決
意
し
た
。

　
幸
い
近
所
に
大
工
の
棟
梁
が

い
た
こ
と
か
ら
弟
子
入
り
し
た

際
、
「
辛
抱
し
て
仕
事
を
覚
え
れ

ば
必
ず
家
を
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
建
築

の
道
を
歩
み
始
め
た
。

　
当
初
、
建
築
の
仕
事
に
な
か
な

か
馴
染
め
な
か
っ
た
が
、
５
年
間

見
習
い
と
し
て
働
い
た
。

　
そ
し
て
、
一
人
前
と
認
め
て
も

ら
い
、
一
人
で
墨
付
け
を
し
て
建

築
を
任
さ
れ
た
時
に
は
、
夜
も
眠

れ
ぬ
ほ
ど
だ
っ
た
。
数
棟
の
建
築

に
携
わ
り
、
努
力
を
重
ね
、
精
進

し
た
。

　
そ
の
後
、
仕
事
を
求
め
て
東
京

へ
と
出
た
。
当
時
は
交
通
量
の
少

な
い
渋
谷
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交

差
点
を
、
大
工
道
具
を
自
転
車
の

荷
台
に
付
け
出
勤
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
る
。
東
京
で
は
著
名

人
の
家
の
建
築
に
も
携
わ
っ
た
。

　
数
年
の
東
京
で
の
生
活
後
に

田
舎
に
戻
っ
た
頃
に
は
数
多
く

の
仕
事
の
依
頼
が
あ
り
、
若
い
職

人
を
雇
い
、
自
分
の
経
験
を
生
か

し
て
五
人
の
職
人
を
育
て
上
げ

た
。

　
平
成
15
年
に
心
臓
を
患
い
、

大
工
の
棟
梁
か
ら
は
身
を
引
い

た
が
、
現
在
は
職
人
と
し
て
の
経

験
を
生
か
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
る
。

　
昭
和
21
年
、
那
須
郡
上
江
川

村
に
て
５
人
兄
弟
の
３
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。

　
私
が
生
ま
れ
た
後
、
父
と
母
は

開
拓
者
と
な
り
、
子
ど
も
５
人
を

育
て
上
げ
た
。
30
年
に
は
上
江
川

村
と
塩
谷
郡
喜
連
川
町
が
合
併

し
、
私
た
ち
家
族
は
喜
連
川
町

穂
積
に
て
過
ご
し
た
。

　
18
歳
の
時
、
東
京
都
羽
田
に
あ

る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
会
社
に
就
職

し
２
年
勤
め
た
後
退
職
。
そ
の
後

大
型
免
許
を
取
得
し
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
の
仕
事
に
入
っ
た
。
北
は
青

森
、
南
は
九
州
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
を

走
ら
せ
、
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る

と
き
に
不
幸
が
起
き
た
。

　
47
年
、
千
葉
県
幕
張
市
の
埋

め
立
て
工
事
を
行
っ
て
い
る
場

所
へ
荷
物
を
輸
送
に
行
き
、
荷
卸

し
の
際
、
右
足
大
腿
切
断
と
い
う

大
き
な
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
身

体
障
害
者
と
な
り
、
そ
の
後
、

氏
家
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
に

入
会
し
た
。

　
52
年
、
理
髪
店
を
開
業
、
妻
と

２
人
で
３
人
の
男
の
子
を
育
て
な

が
ら
、
福
祉
会
の
役
員
に
な
り
、

県
や
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
日
帰

り
研
修
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
き
た
。

　
平
成
７
年
に
氏
家
町
身
体
障

害
者
福
祉
会
副
会
長
と
町
の
相

談
員
に
な
り
、
17
年
に
氏
家
町

と
喜
連
川
町
が
合
併
し
さ
く
ら

市
と
な
っ
た
後
も
、
副
会
長
と

相
談
員
を
継
続
、
そ
の
後
、
四
代

目
の
会
長
に
選
任
さ
れ
、
現
在
、

会
の
運
営
に
励
む
傍
ら
、
昨
年
度

か
ら
は
栃
身
連
の
副
会
長
に
も
選

任
さ
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
、
会
の
益
々

の
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
。

那
須
塩
原
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
28
年
就
任

高
橋

　
亨

さ
く
ら
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
26
年
就
任

白
井

　
新

た
か

　
　

   

は
し

　
　
　
　
　
　
　と
お
る

し
ら

　
　
　

 

い

　
　
　
　
　
　
　

   

あ
ら
た
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昭
和
18
年
、
旧
烏
山
町
に
生

ま
れ
た
。

　
父
親
は
19
年
に
出
兵
、
20
年

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死
し
た
。

　
私
は
父
親
の
顔
も
知
ら
な
い

ま
ま
、
母
一
人
に
育
て
ら
れ
た
。

　
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
で
就
職

し
て
４
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
母
が

病
に
倒
れ
、
や
む
な
く
地
元
に
戻

り
、
近
く
の
会
社
に
入
社
し
た

６
ヶ
月
目
の
こ
と
、
不
慮
の
事
故

で
二
本
指
を
切
断
し
た
。
タ
ク

シ
ー
で
毎
日
３
ヶ
月
間
通
院
し
痛

み
に
耐
え
た
。

　
そ
の
後
、
烏
山
町
身
体
障
害
者

福
祉
会
に
入
会
。
26
歳
で
結
婚
、

３
人
の
男
の
子
を
授
か
っ
た
。

　
子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、

約
50
年
、
妻
に
も
感
謝
し
つ
つ
、

地
域
の
相
談
員
等
も
経
て
、
友
人

達
の
手
助
け
を
得
な
が
ら
、
無
我

夢
中
で
落
ち
込
む
事
も
な
く
前
向

き
に
と
思
い
過
ご
し
て
来
た
。

　
平
成
３
年
、
石
川
県
で
開
催
さ

れ
た
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
参
加
、
走
り
幅
跳
び
で

銅
メ
ダ
ル
を
も
ら
い
、
一
生
忘

れ
る
事
の
出
来
な
い
思
い
出
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
等
で
５

年
間
活
動
し
た
。

　
平
成
18
年
か
ら
は
福
祉
会
の

副
会
長
を
務
め
、
そ
の
後
会
長
に

就
任
し
た
。

　
現
在
は
色
ん
な
方
と
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
山
野
草
と

幅
広
く
、
健
康
の
為
に
楽
し
く

過
ご
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
為
に
、

会
員
と
共
に
よ
り
良
い
福
祉
を

め
ざ
し
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
私
の
家
は
、
純

農
村
地
帯
の
の
ど
か
な
集
落
に

あ
っ
た
。
酒
類
を
は
じ
め
、
日
用

雑
貨
、
食
料
品
、
荒
物
等
を
扱
う

い
わ
ゆ
る
万
屋
で
あ
っ
た
。
お
ま

け
に
炭
窯
を
八
基
ほ
ど
持
っ
て

お
り
、
薪
炭
商
も
営
ん
で
い
た
。

　
昭
和
15
年
４
月
、
田
圃
の
中

に
ポ
ツ
ン
と
建
つ
小
学
校
に
入

学
し
た
。
私
の
教
室
で
の
席
は
、

ア
イ
ウ
エ
オ
順
で
一
番
後
ろ
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
席

か
ら
先
生
の
書
く
文
字
や
絵
は

ぼ
ん
や
り
し
て
読
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
番
前
の
席

に
移
動
し
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

　
鹿
沼
市
の
先
の
板
荷
村
に
は

ロ
シ
ア
の
医
師
か
ら
教
え
を
受

け
た
眼
科
医
が
い
る
と
の
こ
と

で
、
父
と
祖
母
と
３
人
で
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
は
茅
葺
き
の

豪
壮
な
邸
宅
で
あ
っ
た
。
先
生
は

私
を
前
に
座
ら
せ
る
と
、
大
き
な

天
眼
鏡
を
持
ち
診
察
を
始
め
た
。

後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と

「
片
方
の
目
は
あ
き
ら
め
な
さ

い
。
も
う
片
方
は
今
よ
り
ず
っ
と

良
く
な
る
と
思
う
」
と
先
生
は
話

し
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
の
日
か
ら

約
一
ヶ
月
、
治
療
の
た
め
に
そ
の

家
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
朝
、

昼
、
夕
方
の
３
回
の
治
療
は
目

に
針
を
刺
す
鋭
い
痛
み
で
、
最
初

は
大
声
で
泣
い
た
ら
し
い
。
治
療

の
合
間
に
板
荷
駅
ま
で
歩
き
な
が

ら
こ
の
ま
ま
汽
車
に
乗
っ
て
家
に

帰
り
た
い
と
思
っ
た
。

　
し
か
し
一
ヶ
月
に
及
ぶ
治
療

と
宇
都
宮
で
の
通
院
治
療
を
経

て
、
現
在
の
視
力
に
安
定
し
た
。

　
絶
え
ず
付
き
添
っ
て
く
れ
た

祖
母
は
「
自
分
が
受
け
た
か
ら
か

い
や
い
じ
め
は
決
し
て
他
人
に

す
る
な
、
人
の
嫌
が
る
こ
と
は
絶

対
す
る
な
」
と
諭
し
た
。

　
「
あ
な
た
の
手
に
も
な
り
ま

し
ょ
う
」
「
あ
な
た
の
足
に
も
な

り
ま
し
ょ
う
」

　
こ
れ
が
私
の
原
点
で
あ
る
。

那
須
烏
山
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
28
年
就
任

岡
崎
一
良

下
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
25
年
就
任

金
島
亀
夫

お
か

　
　

   

ざ
き

　
　
　か
ず

　
　

  

よ
し

か
ね

　
　

   

し
ま

　
　
　か
め

　
　
　お
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昭
和
７
年
、
５
人
兄
弟
の
長
男

と
し
て
宇
都
宮
市
に
生
ま
れ
る
。

　
両
親
が
豆
腐
屋
を
営
み
、
早
朝

か
ら
忙
し
い
家
だ
っ
た
。

　
学
校
を
卒
業
後
、
商
売
に
向
い

て
い
な
か
っ
た
の
で
店
を
弟
に

任
せ
、
神
奈
川
県
に
あ
る
日
産
自

動
車
の
社
員
寮
で
調
理
師
を
目

指
し
て
働
く
。
真
面
目
に
働
き
、

順
調
に
調
理
師
の
免
許
も
と
れ

た
。
２
年
後
、
日
産
自
動
車
栃
木

工
場
新
設
に
伴
い
栃
木
に
戻
る
。

　
結
婚
し
て
、
男
の
子
に
恵
ま
れ

る
。
明
る
く
教
育
熱
心
な
妻
と
二

人
、
息
子
の
将
来
を
楽
し
み
に
一

生
懸
命
働
い
た
。
息
子
は
公
務
員

と
な
り
、
親
た
ち
を
安
心
さ
せ
て

く
れ
た
。
や
が
て
定
年
を
迎
え
、

夫
婦
で
ゆ
っ
く
り
旅
行
を
楽
し

も
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
妻
に
先

立
た
れ
一
人
暮
ら
し
に
な
る
。
し

ば
ら
く
し
て
自
分
も
体
調
を
く

ず
し
、
心
臓
の
手
術
を
受
け
、
障

害
者
手
帳
を
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。
手
術
後
は
た
い
そ
う
心
配
し

た
が
、
10
年
が
過
ぎ
、
経
過
は
良

好
で
あ
る
。

　
定
期
検
診
に
は
毎
回
息
子
が

付
き
添
っ
て
く
れ
る
。
息
子
は
近

く
に
住
ん
で
い
て
、
毎
週
、
顔
を

見
に
来
て
く
れ
る
。

　
幸
い
な
こ
と
に
３
年
前
、
孫
が

生
ま
れ
た
。
今
、
わ
た
し
の
生
き

が
い
は
、
孫
と
遊
ぶ
こ
と
、
障
害

者
福
祉
会
の
皆
と
交
流
す
る
こ

と
。
福
祉
会
の
行
事
の
な
か
で
は

有
意
義
な
講
演
が
聞
け
る
。
日
帰

り
研
修
で
は
、
福
祉
会
の
皆
と
サ

ポ
ー
ト
し
あ
い
な
が
ら
、
普
段
一

人
で
は
行
け
な
い
と
こ
ろ
に
行

け
て
楽
し
い
。
町
の
行
事
に
参
加

す
る
機
会
も
あ
り
、
そ
こ
で
は

我
々
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　
会
長
に
な
っ
て
３
年
が
経
ち
、

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
第
一
で
周
囲

の
人
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

福
祉
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。

　
私
は
昭
和
18
年
、
農
家
の
長
男

と
し
て
益
子
町
で
生
ま
れ
た
。

　
37
年
に
真
岡
農
業
高
校
を
卒
業

し
て
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、

農
閑
期
に
は
地
元
の
運
送
会
社

で
臨
時
社
員
と
し
て
働
い
て
い

た
。

　
39
年
に
大
型
免
許
を
取
り
本
社

員
と
な
っ
た
。
44
年
に
真
岡
工
業

団
地
が
で
き
て
か
ら
主
に
団
地

内
の
工
場
か
ら
の
製
品
輸
送
の

仕
事
で
、
国
内
各
地
へ
長
距
離

運
転
を
行
っ
て
い
た
。

　
平
成
14
年
11
月
23
日
、
二
階
に

あ
る
倉
庫
で
出
荷
の
荷
下
ろ
し

作
業
を
し
て
い
た
時
に
脳
出
血

で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
電
話
で
知
ら
せ
て
二
階
か
ら

降
ろ
し
て
も
ら
い
、
救
急
車
で
病

院
に
運
ば
れ
た
。
三
日
ほ
ど
で
食

事
も
で
き
た
が
後
遺
症
が
出
る
と

告
知
さ
れ
気
落
ち
し
た
。

　
ま
た
、
数
日
後
に
リ
ハ
ビ
リ
を

始
め
る
矢
先
、
十
二
指
腸
炎
に
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
。
８
ヶ
月
間
入

院
し
て
家
に
戻
り
、
そ
の
後
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
た
。

　
倒
れ
た
当
日
は
倉
庫
係
が
休

み
だ
っ
た
た
め
ト
ラ
ッ
ク
の
運

転
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
運

転
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
な
ら
大
事

故
で
も
っ
と
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
た
と
思
う
。

　
今
で
は
車
で
ど
こ
に
で
も
出

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
17
年
福
祉
会
に
入
会
、
副
会

長
を
経
て
会
長
に
就
任
２
年
目

と
な
る
。

上
三
川
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
27
年
就
任

橋
本
一
男

益
子
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
29
年
就
任

加
藤
文
雄

は
し

　
　

  

も
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昭
和
７
年
、
５
人
兄
弟
の
長
男

と
し
て
宇
都
宮
市
に
生
ま
れ
る
。

　
両
親
が
豆
腐
屋
を
営
み
、
早
朝

か
ら
忙
し
い
家
だ
っ
た
。

　
学
校
を
卒
業
後
、
商
売
に
向
い

て
い
な
か
っ
た
の
で
店
を
弟
に

任
せ
、
神
奈
川
県
に
あ
る
日
産
自

動
車
の
社
員
寮
で
調
理
師
を
目

指
し
て
働
く
。
真
面
目
に
働
き
、

順
調
に
調
理
師
の
免
許
も
と
れ

た
。
２
年
後
、
日
産
自
動
車
栃
木

工
場
新
設
に
伴
い
栃
木
に
戻
る
。

　
結
婚
し
て
、
男
の
子
に
恵
ま
れ

る
。
明
る
く
教
育
熱
心
な
妻
と
二

人
、
息
子
の
将
来
を
楽
し
み
に
一

生
懸
命
働
い
た
。
息
子
は
公
務
員

と
な
り
、
親
た
ち
を
安
心
さ
せ
て

く
れ
た
。
や
が
て
定
年
を
迎
え
、

夫
婦
で
ゆ
っ
く
り
旅
行
を
楽
し

も
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
妻
に
先

立
た
れ
一
人
暮
ら
し
に
な
る
。
し

ば
ら
く
し
て
自
分
も
体
調
を
く

ず
し
、
心
臓
の
手
術
を
受
け
、
障

害
者
手
帳
を
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。
手
術
後
は
た
い
そ
う
心
配
し

た
が
、
10
年
が
過
ぎ
、
経
過
は
良

好
で
あ
る
。

　
定
期
検
診
に
は
毎
回
息
子
が

付
き
添
っ
て
く
れ
る
。
息
子
は
近

く
に
住
ん
で
い
て
、
毎
週
、
顔
を

見
に
来
て
く
れ
る
。

　
幸
い
な
こ
と
に
３
年
前
、
孫
が

生
ま
れ
た
。
今
、
わ
た
し
の
生
き

が
い
は
、
孫
と
遊
ぶ
こ
と
、
障
害

者
福
祉
会
の
皆
と
交
流
す
る
こ

と
。
福
祉
会
の
行
事
の
な
か
で
は

有
意
義
な
講
演
が
聞
け
る
。
日
帰

り
研
修
で
は
、
福
祉
会
の
皆
と
サ

ポ
ー
ト
し
あ
い
な
が
ら
、
普
段
一

人
で
は
行
け
な
い
と
こ
ろ
に
行

け
て
楽
し
い
。
町
の
行
事
に
参
加

す
る
機
会
も
あ
り
、
そ
こ
で
は

我
々
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　
会
長
に
な
っ
て
３
年
が
経
ち
、

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
第
一
で
周
囲

の
人
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

福
祉
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。

　
私
は
昭
和
18
年
、
農
家
の
長
男

と
し
て
益
子
町
で
生
ま
れ
た
。

　
37
年
に
真
岡
農
業
高
校
を
卒
業

し
て
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、

農
閑
期
に
は
地
元
の
運
送
会
社

で
臨
時
社
員
と
し
て
働
い
て
い

た
。

　
39
年
に
大
型
免
許
を
取
り
本
社

員
と
な
っ
た
。
44
年
に
真
岡
工
業

団
地
が
で
き
て
か
ら
主
に
団
地

内
の
工
場
か
ら
の
製
品
輸
送
の

仕
事
で
、
国
内
各
地
へ
長
距
離

運
転
を
行
っ
て
い
た
。

　
平
成
14
年
11
月
23
日
、
二
階
に

あ
る
倉
庫
で
出
荷
の
荷
下
ろ
し

作
業
を
し
て
い
た
時
に
脳
出
血

で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
電
話
で
知
ら
せ
て
二
階
か
ら

降
ろ
し
て
も
ら
い
、
救
急
車
で
病

院
に
運
ば
れ
た
。
三
日
ほ
ど
で
食

事
も
で
き
た
が
後
遺
症
が
出
る
と

告
知
さ
れ
気
落
ち
し
た
。

　
ま
た
、
数
日
後
に
リ
ハ
ビ
リ
を

始
め
る
矢
先
、
十
二
指
腸
炎
に
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
。
８
ヶ
月
間
入

院
し
て
家
に
戻
り
、
そ
の
後
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
た
。

　
倒
れ
た
当
日
は
倉
庫
係
が
休

み
だ
っ
た
た
め
ト
ラ
ッ
ク
の
運

転
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
運

転
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
な
ら
大
事

故
で
も
っ
と
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
た
と
思
う
。

　
今
で
は
車
で
ど
こ
に
で
も
出

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
17
年
福
祉
会
に
入
会
、
副
会

長
を
経
て
会
長
に
就
任
２
年
目

と
な
る
。

上
三
川
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
27
年
就
任

橋
本
一
男

益
子
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
29
年
就
任

加
藤
文
雄

は
し

　
　

  

も
と

　
　
　か
ず

　
　
　お

  

か
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交
通
事
故
に
て
障
害
者
と
な
っ

た
私
は
、
早
速
、
町
の
身
体
障

害
者
福
祉
会
の
会
員
と
な
っ
た
。

　
当
時
の
会
は
、
活
動
が
盛
ん
で
、

総
会
・
そ
の
後
の
懇
親
会
・
泊
り

の
研
修
鍛
錬
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
、
数
多
く
の
行
事
が
開
か
れ

て
い
た
。

　
そ
の
後
、
新
し
く
組
織
さ
れ
た

青
年
部
に
入
り
、
芳
賀
郡
内
の
青

年
部
が
連
合
し
て
の
「
ス
ポ
ー
ツ

教
室
」
は
、
県
の
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
指
導
者
を
講
師
に
迎

え
、
多
く
の
競
技
と
触
れ
合
い
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
た
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
思

い
出
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昭
和
60
年
に
鳥
取
県

で
開
か
れ
た
全
国
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
わ
か
と
り
国
体
）

に
選
手
と
し
て
参
加
。

　
競
技
は
も
ち
ろ
ん
、
開
会
式
の

入
場
行
進
で
栃
木
県
の
旗
手
と

し
て
出
場
で
き
た
こ
と
は
、
誠
に

光
栄
な
こ
と
だ
っ
た
。

　
特
に
、
大
会
出
場
の
私
達
に
随

行
し
て
下
さ
っ
た
県
関
係
の
皆

様
が
、
選
手
一
人
ひ
と
り
に
心
温

ま
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
頂
い
た

こ
と
が
、
大
会
の
貴
重
な
思
い
出

と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
過
疎
町
の
身
体
障
害
者

福
祉
会
の
会
長
と
な
り
、
会
員
の

減
少
や
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄

せ
、
福
祉
会
の
運
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
実
を
真

摯
に
受
け
と
め
、
こ
れ
か
ら
が
正

念
場
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　
今
で
も
思
い
出
す
。

　
５
歳
に
な
っ
た
秋
の
日
、
未
就

学
児
だ
っ
た
自
分
は
小
学
校
運

動
会
の
花
形
で
あ
る
部
落
対
抗

リ
レ
ー
の
練
習
を
す
る
青
年
団

メ
ン
バ
ー
の
後
に
つ
い
て
無
心

に
駆
け
て
い
た
こ
と
。
運
動
会
の

翌
日
に
、
忌
々
し
い
両
下
肢
麻
痺

の
病
魔
に
冒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
元
気
に
な
っ
て
乗
り
回
し
て

く
れ
と
父
が
与
え
て
く
れ
た
新

品
の
三
輪
車
も
と
う
と
う
乗
る

こ
と
は
出
来
ず
、
昨
日
ま
で
一
緒

に
駆
け
回
っ
て
い
た
友
の
姿
を

遠
巻
き
に
見
て
る
幼
心
の
健
気

で
い
じ
ら
し
い
風
景
を
。

　
そ
ん
な
自
分
を
背
負
っ
た
母

が
、
近
隣
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
祈
祷

所
を
藁
を
も
つ
か
む
思
い
で
必

死
に
通
っ
た
こ
と
も
。

　
小
学
か
ら
中
学
は
、
隣
県
の
施

設
に
入
院
、
５
回
の
整
形
手
術
を

含
む
治
療
と
中
学
２
年
ま
で
の

８
年
間
の
義
務
教
育
を
受
け
た
。

　
幼
い
本
人
は
知
る
術
も
な
か
っ

た
が
入
院
費
用
の
工
面
に
父
親
は

度
々
途
方
に
暮
れ
た
こ
と
を
後
々

母
親
か
ら
聞
い
た
。

　
高
校
入
学
を
間
近
に
し
て
故

郷
に
戻
り
、
危
な
っ
か
し
い
自
転

車
に
乗
っ
て
地
元
の
中
学
と
高
校

に
通
っ
た
。

　
当
時
の
恵
ま
れ
た
雇
用
情
勢

か
ら
近
隣
の
製
造
会
社
に
就
職

が
出
来
、
事
業
主
の
温
か
い
処
遇

の
も
と
で
、
大
き
な
配
転
も
な
く

40
年
間
を
大
過
な
く
勤
め
終
え

６
年
前
に
定
年
退
職
し
た
。

　
退
職
を
機
に
町
の
障
害
者
福

祉
会
に
参
加
。
昨
年
か
ら
会
長
を

承
り
、
今
ま
で
通
り
楽
し
め
る
福

祉
会
を
継
続
し
て
運
営
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
い
た
。

　
障
害
者
施
策
が
次
々
と
発
効
・

実
施
さ
れ
る
昨
今
に
お
い
て
、
私

た
ち
も
そ
の
目
的
等
を
理
解
し

た
上
で
、
広
く
耳
目
を
傾
け
、

よ
り
一
層
の
有
意
義
な
運
営
に

繋
げ
た
い
。

茂
木
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
24
年
就
任

毛
塚
良
俊

市
貝
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
29
年
就
任

小
堀
謙
介
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身
障
者
に
な
っ
て
49
年
。

　
あ
る
日
突
然
の
事
故
に
よ
り

色
々
な
物
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
だ
が
幸
い
な
こ
と
に
体
力
だ
け

は
人
一
倍
あ
っ
た
た
め
に
命
は

取
り
留
め
た
が
、
左
半
身
の
機

能
を
失
っ
た
。

　
小
学
校
入
学
以
来
12
年
間
皆

勤
賞
を
も
ら
え
な
か
っ
た
方
が

シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
か
っ
た
。

　
済
生
会
病
院
に
半
年
入
院
し

た
の
ち
、
国
立
塩
原
病
院
で
３
年

間
機
能
訓
練
を
続
け
た
結
果
、
日

常
生
活
に
は
多
少
不
便
な
事
が

あ
っ
た
が
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
30
代
で
芳
賀
町
身
体
障
害
者
福

祉
会
の
理
事
に
な
っ
た
。

　
全
国
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
琵
琶
湖
国
体
）
に
出
場
し
、

金
、
銀
の
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者
年

に
芳
賀
郡
身
体
障
害
者
福
祉
会

の
青
年
部
長
に
な
る
と
同
時
に

理
事
に
な
る
。

　
青
年
部
員
は
５
町
で
10
名
弱

で
活
動
を
は
じ
め
た
。

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し

て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
全
国

の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も

出
場
し
て
も
ら
い
た
く
、
数
名
の

の
人
に
良
き
思
い
出
を
作
っ
て

も
ら
っ
た
。

　
部
員
の
協
力
に
よ
り
20
年
間
、

中
身
の
濃
い
活
動
が
で
き
た
が
、

町
村
合
併
に
よ
り
、
青
年
部
は
廃

部
と
な
っ
た
。

　
８
年
前
に
芳
賀
町
身
体
障
害

者
福
祉
会
長
に
な
っ
た
。
現
在
は

家
族
と
13
町
歩
ほ
ど
の
水
田
を

経
営
し
て
い
る
。

　
福
祉
会
の
現
在
の
課
題
は
、
会

員
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
会

の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
。

　
会
員
を
増
や
す
た
め
に
障
害

者
福
祉
に
理
解
の
あ
る
方
と
協

力
し
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」

　
農
家
の
長
男
と
し
て
生
を
受

け
、
若
干
18
歳
で
陸
軍
騎
兵
と

な
り
軍
務
に
精
励
。
終
戦
と
な
り

除
隊
し
農
業
生
産
に
励
む
。
戦
時

中
、
陣
地
構
築
中
に
落
盤
あ
り
し

時
打
撲
の
と
こ
ろ
腰
痛
激
し
き

た
め
入
院
、
手
術
を
う
け
て
７
年

８
カ
月
の
闘
病
を
終
え
て
コ
ル

セ
ッ
ト
着
用
し
退
院
。
退
院
後
間

も
な
く
父
の
死
、
半
年
後
に
妻
の

死
、
こ
の
不
条
理
に
天
を
怨
ま
ず

に
い
ら
れ
ず
。
さ
れ
ど
歳
月
の
流

れ
は
人
を
待
た
ず
、
そ
の
間
体
力

も
快
方
に
向
か
い
、
身
体
障
害
者

福
祉
会
の
入
会
の
誘
い
を
受
け

た
。
し
か
し
、
当
時
は
障
が
い
者

に
対
し
智
が
遠
く
「
あ
そ
こ
は
、

障
が
い
者
が
居
る
」
等
の
陰
口
の

あ
り
し
頃
、
た
め
ら
っ
て
い
る
と
、

母
の
言
葉
「
弱
者
は
弱
者
と
付
き

合
い
・
・
肝
に
銘
ず
る
も
の
あ
り
」

と
、
一
大
奮
起
し
入
会
す
る
。

　
当
時
は
傷
痍
軍
人
が
主
体
で

運
営
さ
れ
、
一
般
の
障
が
い
者
は

少
な
か
っ
た
。
入
会
後
は
献
身
的

に
会
運
営
に
協
力
し
多
数
の
会

員
を
擁
す
る
団
体
と
な
る
。
昭
和

54
年
町
の
身
体
障
害
者
福
祉
会
の

会
長
と
な
る
。
そ
の
後
、
郡
の

会
長
、
栃
身
連
の
監
事
、
理
事
、

日
身
連
の
評
議
員
を
歴
任
す
る
。

　
昭
和
40
年
壬
生
町
の
農
業
委
員

と
な
り
14
期
42
年
務
め
農
林
大
臣

賞
受
賞
、
加
え
て
昭
和
50
年
町
議

会
議
員
と
な
り
７
期
28
年
務
め
、

「
旭
日
双
光
章
」
の
栄
え
に
浴
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
会

の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

の
一
方
な
ら
ぬ
御
支
持
、
御
支
援

の
賜
物
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
。

　
障
が
い
者
の
旗
振
り
50
年
余

り
、
福
祉
に
対
す
る
世
の
中
の
高

い
関
心
が
あ
り
な
が
ら
、
当
会
員

の
減
少
を
愁
い
、
今
後
を
思
考
し

な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
地
域
の
障
が

い
者
を
訪
問
、
支
援
し
た
い
。

芳
賀
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
22
年
就
任

阿
久
津 

克
美

壬
生
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

昭
和
54
年
就
任

田
中
一
男
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身
障
者
に
な
っ
て
49
年
。

　
あ
る
日
突
然
の
事
故
に
よ
り

色
々
な
物
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
だ
が
幸
い
な
こ
と
に
体
力
だ
け

は
人
一
倍
あ
っ
た
た
め
に
命
は

取
り
留
め
た
が
、
左
半
身
の
機

能
を
失
っ
た
。

　
小
学
校
入
学
以
来
12
年
間
皆

勤
賞
を
も
ら
え
な
か
っ
た
方
が

シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
か
っ
た
。

　
済
生
会
病
院
に
半
年
入
院
し

た
の
ち
、
国
立
塩
原
病
院
で
３
年

間
機
能
訓
練
を
続
け
た
結
果
、
日

常
生
活
に
は
多
少
不
便
な
事
が

あ
っ
た
が
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
30
代
で
芳
賀
町
身
体
障
害
者
福

祉
会
の
理
事
に
な
っ
た
。

　
全
国
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
琵
琶
湖
国
体
）
に
出
場
し
、

金
、
銀
の
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者
年

に
芳
賀
郡
身
体
障
害
者
福
祉
会

の
青
年
部
長
に
な
る
と
同
時
に

理
事
に
な
る
。

　
青
年
部
員
は
５
町
で
10
名
弱

で
活
動
を
は
じ
め
た
。

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し

て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
全
国

の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も

出
場
し
て
も
ら
い
た
く
、
数
名
の

の
人
に
良
き
思
い
出
を
作
っ
て

も
ら
っ
た
。

　
部
員
の
協
力
に
よ
り
20
年
間
、

中
身
の
濃
い
活
動
が
で
き
た
が
、

町
村
合
併
に
よ
り
、
青
年
部
は
廃

部
と
な
っ
た
。

　
８
年
前
に
芳
賀
町
身
体
障
害

者
福
祉
会
長
に
な
っ
た
。
現
在
は

家
族
と
13
町
歩
ほ
ど
の
水
田
を

経
営
し
て
い
る
。

　
福
祉
会
の
現
在
の
課
題
は
、
会

員
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
会

の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
。

　
会
員
を
増
や
す
た
め
に
障
害

者
福
祉
に
理
解
の
あ
る
方
と
協

力
し
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」

　
農
家
の
長
男
と
し
て
生
を
受

け
、
若
干
18
歳
で
陸
軍
騎
兵
と

な
り
軍
務
に
精
励
。
終
戦
と
な
り

除
隊
し
農
業
生
産
に
励
む
。
戦
時

中
、
陣
地
構
築
中
に
落
盤
あ
り
し

時
打
撲
の
と
こ
ろ
腰
痛
激
し
き

た
め
入
院
、
手
術
を
う
け
て
７
年

８
カ
月
の
闘
病
を
終
え
て
コ
ル

セ
ッ
ト
着
用
し
退
院
。
退
院
後
間

も
な
く
父
の
死
、
半
年
後
に
妻
の

死
、
こ
の
不
条
理
に
天
を
怨
ま
ず

に
い
ら
れ
ず
。
さ
れ
ど
歳
月
の
流

れ
は
人
を
待
た
ず
、
そ
の
間
体
力

も
快
方
に
向
か
い
、
身
体
障
害
者

福
祉
会
の
入
会
の
誘
い
を
受
け

た
。
し
か
し
、
当
時
は
障
が
い
者

に
対
し
智
が
遠
く
「
あ
そ
こ
は
、

障
が
い
者
が
居
る
」
等
の
陰
口
の

あ
り
し
頃
、
た
め
ら
っ
て
い
る
と
、

母
の
言
葉
「
弱
者
は
弱
者
と
付
き

合
い
・
・
肝
に
銘
ず
る
も
の
あ
り
」

と
、
一
大
奮
起
し
入
会
す
る
。

　
当
時
は
傷
痍
軍
人
が
主
体
で

運
営
さ
れ
、
一
般
の
障
が
い
者
は

少
な
か
っ
た
。
入
会
後
は
献
身
的

に
会
運
営
に
協
力
し
多
数
の
会

員
を
擁
す
る
団
体
と
な
る
。
昭
和

54
年
町
の
身
体
障
害
者
福
祉
会
の

会
長
と
な
る
。
そ
の
後
、
郡
の

会
長
、
栃
身
連
の
監
事
、
理
事
、

日
身
連
の
評
議
員
を
歴
任
す
る
。

　
昭
和
40
年
壬
生
町
の
農
業
委
員

と
な
り
14
期
42
年
務
め
農
林
大
臣

賞
受
賞
、
加
え
て
昭
和
50
年
町
議

会
議
員
と
な
り
７
期
28
年
務
め
、

「
旭
日
双
光
章
」
の
栄
え
に
浴
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
会

の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

の
一
方
な
ら
ぬ
御
支
持
、
御
支
援

の
賜
物
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
。

　
障
が
い
者
の
旗
振
り
50
年
余

り
、
福
祉
に
対
す
る
世
の
中
の
高

い
関
心
が
あ
り
な
が
ら
、
当
会
員

の
減
少
を
愁
い
、
今
後
を
思
考
し

な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
地
域
の
障
が

い
者
を
訪
問
、
支
援
し
た
い
。

芳
賀
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
22
年
就
任

阿
久
津 

克
美

壬
生
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

昭
和
54
年
就
任

田
中
一
男
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２
才
の
と
き
、
左
足
の
付
根
付

近
が
化
膿
し
、
筋
肉
や
腱
を
大
き

く
切
除
し
た
。
こ
の
た
め
歩
け
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

母
親
の
必
死
の
自
己
流
リ
ハ
ビ
リ

で
学
校
に
入
学
す
る
頃
に
は
歩
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
小
学
校
の
頃
は
、
校
庭
の
除
草

作
業
の
と
き
な
ど
、
左
足
が
思
う

よ
う
に
曲
が
ら
な
い
た
め
、
姿
勢

が
悪
い
と
校
長
に
蹴
飛
ば
さ
れ

た
り
、
い
じ
め
に
あ
っ
た
り
、
つ

ら
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
中
学
校
の
頃
は
体
力
も
付
き
、

自
転
車
で
６
キ
ロ
の
砂
利
道
を

通
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ひ

と
よ
り
体
力
が
付
き
、
柔
道
を
始

め
２
段
と
な
り
、
部
の
キ
ャ
プ
テ

ン
に
な
っ
た
。

　
昭
和
20
年
代
は
見
合
結
婚
が

主
で
縁
談
の
と
き
、
障
害
者
の
い

る
家
系
は
嫌
わ
れ
る
時
代
で
あ
っ

た
。
４
人
の
姉
が
い
た
の
で
、
私

が
障
害
者
と
わ
か
っ
た
ら
、
姉
た

ち
の
縁
談
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
し

ま
う
と
思
っ
て
、
足
を
引
き
ず
っ

て
歩
か
な
い
よ
う
、
小
学
生
の
頃

か
ら
努
力
し
て
き
た
。

　
22
才
の
と
き
、
氏
家
町
役
場

職
員
と
な
っ
た
。
事
務
職
の
た
め

運
動
不
足
と
な
り
、
８
年
後
に
は

左
足
を
引
き
ず
っ
て
歩
く
よ
う
に

な
っ
た
。

　
役
場
の
と
な
り
が
外
科
病
院

だ
っ
た
の
で
院
長
と
相
談
し
た
。

院
長
は
「
手
術
を
し
て
も
リ
ス
ク

が
多
い
。
こ
の
ま
ま
見
栄
を
張
ら

ず
障
害
者
と
し
て
町
の
行
政
に

貢
献
す
る
よ
う
」
と
調
子
の
良
い

こ
と
を
言
わ
れ
、
32
才
の
と
き
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

町
の
福
祉
会
に
入
会
し
た
。

　
役
場
を
退
職
後
は
15
年
に
わ
た

り
民
生
委
員
を
務
め
た
。

　
一
昨
年
、
塩
谷
町
身
体
障
害
者

福
祉
会
の
会
長
に
就
任
、
会
の
た

め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

　
「
激
動
の
時
代
に
生
き
る
」

　
私
は
男
四
人
兄
弟
の
次
男
に
生

ま
れ
た
。

　
小
学
校
は
国
民
学
校
、
高
校
は

奨
学
金
を
受
け
て
卒
業
し
た
。

　
昭
和
38
年
、
宇
都
宮
の
繁
華
街

３
キ
ロ
圏
内
に
百
貨
店
が
４
店

舗
あ
る
、
そ
の
中
の
福
田
屋
百

貨
店
に
入
社
し
た
。
商
戦
の
激
し

い
争
い
と
、
衣
・
食
・
住
の
移
り

変
わ
り
の
早
い
時
代
だ
っ
た
。

　
災
害
な
ど
や
業
績
悪
化
の
為
、

２
店
舗
が
閉
鎖
し
た
。
そ
ん
な
情

勢
の
中
で
、
福
田
屋
は
５
店
舗
に

な
っ
た
。
私
は
真
岡
店
、
栃
木

店
、
鹿
沼
店
の
取
締
役
店
長
と
し

て
勤
務
し
、
平
成
11
年
に
定
年
退

職
し
た
。

　
退
職
２
か
月
後
、
悪
性
腫
瘍
が

み
つ
か
り
手
術
を
し
、
障
害
者
手

帳
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
に

は
７
回
参
加
し
た
。
参
加
さ
れ

て
い
る
人
達
の
明
る
い
笑
顔
に

触
れ
、
逞
し
く
行
動
す
る
姿
を
見

て
、
胸
一
杯
に
感
動
し
た
。

　
現
在
、
地
域
の
仲
間
と
囲
碁
・

カ
ラ
オ
ケ
・
旅
行
と
、
健
康
に
注

意
し
な
が
ら
毎
日
を
送
っ
て
い

る
が
、
私
も
会
員
の
方
々
に
何
か

一
つ
で
も
手
助
け
が
出
来
な
い

か
と
思
っ
た
。

　
新
規
会
員
を
増
や
す
た
め
に
、

障
害
者
福
祉
に
理
解
の
あ
る
方

と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
障
害
者

手
帳
の
交
付
窓
口
で
「
入
会
の
お

誘
い
」
を
手
渡
し
、
知
り
合
い
で

障
害
を
お
持
ち
の
方
、
趣
味
仲
間

の
障
害
者
の
方
等
に
入
会
を
積

極
的
に
勧
め
て
い
き
た
い
。

塩
谷
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
28
年
就
任

鈴
木
榮
一

高
根
沢
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
25
年
就
任

髙
根
沢 
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昭
和
16
年
東
京
中
野
区
に
生

ま
れ
る
。
家
業
は
水
車
小
屋
。
終

戦
の
時
は
、
家
の
地
下
防
空
壕
で

過
ご
す
。
現
在
も
江
古
田
大
橋
に

水
車
小
屋
の
版
画
が
あ
る
。
小
学

５
年
か
ら
中
学
ま
で
新
聞
配
達

を
し
、
高
校
で
は
教
諭
の
勧
め
で

写
真
部
を
創
設
。
高
校
３
年
間

を
と
お
し
て
富
士
フ
イ
ル
ム
写

真
賞
を
頂
き
、
新
聞
社
写
真
部
に

推
薦
入
社
し
、
新
潟
地
震
や
全
学

連
デ
モ
等
を
報
道
す
る
。
ま
た
、

千
葉
県
Ｐ
Ｒ
映
画
セ
ン
タ
ー
へ

出
向
し
、
県
政
映
画
、
県
民
の
顔

や
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
撮
影
し

文
科
省
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。
そ
の

後
毎
日
新
聞
へ
戻
り
、
昭
和
51

年
佐
賀
国
体
の
撮
影
依
頼
が
あ

り
、
佐
賀
の
取
材
３
日
目
の
こ

と
、
唐
津
か
ら
の
帰
り
に
多
久
市

の
国
道
で
大
型
ダ
ン
プ
が
ス
リ
ッ

プ
し
正
面
衝
突
さ
れ
意
識
不
明
で

1.5
時
間
後
に
救
出
さ
れ
る
が
、
多

久
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
も
入
院

で
き
ず
、
九
州
一
の
名
医
を
紹
介

さ
れ
一
年
間
入
院
。
大
腿
骨
折
と

両
下
肢
全
廃
の
診
断
だ
っ
た
。
退

院
後
は
本
社
編
集
部
へ
在
籍
し
て

い
た
が
、
松
葉
杖
で
の
通
勤
途

中
、
西
船
橋
駅
に
て
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
後
ろ
か
ら
押
さ
れ
ホ
ー
ム
へ
転

落
、
駅
員
に
救
出
さ
れ
る
。
そ
の

後
会
社
を
退
職
し
、
道
路
公
団
千

葉
北
料
金
所
事
務
長
兼
機
関
誌

「
高
速
だ
よ
り
」
の
表
紙
担
当
で

勤
務
。
船
橋
市
身
体
障
害
者
の
会

で
は
７
年
に
わ
た
り
広
報
部
長
を

務
め
、
機
関
誌
「
さ
ざ
ん
か
」
を

年
４
回
発
行
す
る
。

　
平
成
４
年
、
那
須
町
に
転
居
。

現
在
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
経
営
。
東
日
本
大
震
災
後
は
、

石
巻
市
の
他
６
つ
の
地
域
へ
、
毎

月
食
料
、
衣
料
、
そ
の
他
希
望
に

よ
り
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
ス
ト
ー

ブ
等
を
届
け
て
い
る
。

　
障
害
者
は
日
の
当
た
る
所
で

い
ろ
ん
な
ひ
と
と
出
会
い
交
流

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
７
人
兄
弟
の
末
っ
子
、
旧
二
宮

町
に
生
ま
れ
る
。
８
歳
の
時
に
母

が
亡
く
な
り
、
姉
達
が
面
倒
を
見

て
く
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
地
は
二
人
の
偉

人
・
親
鸞
聖
人
、
二
宮
尊
徳
の
縁

の
地
で
も
あ
る
。
二
人
の
教
え

は
、
私
の
生
き
方
、
精
神
部
分
で

影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
と
思
う
。

　
高
校
卒
業
後
、
東
京
の
税
理
会

計
事
務
所
に
勤
務
。
23
歳
で
父
を

亡
く
し
、
こ
れ
を
機
に
宇
都
宮
に

引
っ
越
し
会
社
に
勤
め
る
。

　
結
婚
し
て
馬
頭
に
住
み
、
山
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
驚
く
。
２
人
の

女
の
子
に
恵
ま
れ
、
地
区
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
に
誘
わ
れ
入
部
。
ナ

イ
タ
ー
試
合
等
で
汗
を
流
し
、
他

町
と
の
試
合
に
も
出
場
し
た
。

　
39
歳
の
時
、
仕
事
先
で
受
傷
、

右
手
全
指
欠
損
し
18
日
間
の
入

院
。
先
の
事
を
考
え
る
と
涙
も
出

ず
、
落
ち
込
ん
で
は
い
ら
れ
な
い

と
自
分
に
言
い
聞
か
す
。

　
58
年
に
町
の
福
祉
会
に
入
会
。

県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
研
修
等
に
参

加
。
福
祉
会
の
地
区
役
員
を
経
て

県
身
連
女
性
部
設
立
に
参
画
、
各

市
町
の
代
表
者
と
交
流
す
る
。

　
絵
を
描
い
た
り
、
鑑
賞
す
る
事

が
好
き
な
の
で
、
美
術
館
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
職

を
15
年
務
め
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
。

こ
の
時
に
で
き
た
人
脈
、
情
報

は
、
福
祉
会
の
事
業
に
役
立
っ
て

い
る
。
福
祉
会
も
高
齢
化
が
進

み
、
会
合
の
席
で
介
護
施
設
等
の

相
談
も
あ
り
、
介
護
施
設
の
運
営

推
進
委
員
を
し
て
い
る
の
で
、
情

報
を
得
る
事
が
で
き
る
た
め
、
話

を
す
る
。

　
会
長
に
な
っ
て
困
っ
た
事
は
、

自
動
車
の
運
転
免
許
証
が
な
く
、

行
動
範
囲
が
狭
く
会
員
、
役
員
の

方
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
が
、
皆

が
カ
バ
ー
し
て
下
さ
る
の
で
後

２
年
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

那
須
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
28
年
就
任

矢
島

　
晃

那
珂
川
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
22
年
就
任

笹
沼
之
子

  

や

　
　
　

 

じ
ま

　
　
　
　
　
　
　あ
き
ら

さ
さ
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ゆ
き
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昭
和
16
年
東
京
中
野
区
に
生

ま
れ
る
。
家
業
は
水
車
小
屋
。
終

戦
の
時
は
、
家
の
地
下
防
空
壕
で

過
ご
す
。
現
在
も
江
古
田
大
橋
に

水
車
小
屋
の
版
画
が
あ
る
。
小
学

５
年
か
ら
中
学
ま
で
新
聞
配
達

を
し
、
高
校
で
は
教
諭
の
勧
め
で

写
真
部
を
創
設
。
高
校
３
年
間

を
と
お
し
て
富
士
フ
イ
ル
ム
写

真
賞
を
頂
き
、
新
聞
社
写
真
部
に

推
薦
入
社
し
、
新
潟
地
震
や
全
学

連
デ
モ
等
を
報
道
す
る
。
ま
た
、

千
葉
県
Ｐ
Ｒ
映
画
セ
ン
タ
ー
へ

出
向
し
、
県
政
映
画
、
県
民
の
顔

や
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
撮
影
し

文
科
省
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。
そ
の

後
毎
日
新
聞
へ
戻
り
、
昭
和
51

年
佐
賀
国
体
の
撮
影
依
頼
が
あ

り
、
佐
賀
の
取
材
３
日
目
の
こ

と
、
唐
津
か
ら
の
帰
り
に
多
久
市

の
国
道
で
大
型
ダ
ン
プ
が
ス
リ
ッ

プ
し
正
面
衝
突
さ
れ
意
識
不
明
で

1.5
時
間
後
に
救
出
さ
れ
る
が
、
多

久
の
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
も
入
院

で
き
ず
、
九
州
一
の
名
医
を
紹
介

さ
れ
一
年
間
入
院
。
大
腿
骨
折
と

両
下
肢
全
廃
の
診
断
だ
っ
た
。
退

院
後
は
本
社
編
集
部
へ
在
籍
し
て

い
た
が
、
松
葉
杖
で
の
通
勤
途

中
、
西
船
橋
駅
に
て
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
後
ろ
か
ら
押
さ
れ
ホ
ー
ム
へ
転

落
、
駅
員
に
救
出
さ
れ
る
。
そ
の

後
会
社
を
退
職
し
、
道
路
公
団
千

葉
北
料
金
所
事
務
長
兼
機
関
誌

「
高
速
だ
よ
り
」
の
表
紙
担
当
で

勤
務
。
船
橋
市
身
体
障
害
者
の
会

で
は
７
年
に
わ
た
り
広
報
部
長
を

務
め
、
機
関
誌
「
さ
ざ
ん
か
」
を

年
４
回
発
行
す
る
。

　
平
成
４
年
、
那
須
町
に
転
居
。

現
在
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
経
営
。
東
日
本
大
震
災
後
は
、

石
巻
市
の
他
６
つ
の
地
域
へ
、
毎

月
食
料
、
衣
料
、
そ
の
他
希
望
に

よ
り
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
ス
ト
ー

ブ
等
を
届
け
て
い
る
。

　
障
害
者
は
日
の
当
た
る
所
で

い
ろ
ん
な
ひ
と
と
出
会
い
交
流

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
７
人
兄
弟
の
末
っ
子
、
旧
二
宮

町
に
生
ま
れ
る
。
８
歳
の
時
に
母

が
亡
く
な
り
、
姉
達
が
面
倒
を
見

て
く
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
地
は
二
人
の
偉

人
・
親
鸞
聖
人
、
二
宮
尊
徳
の
縁

の
地
で
も
あ
る
。
二
人
の
教
え

は
、
私
の
生
き
方
、
精
神
部
分
で

影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
と
思
う
。

　
高
校
卒
業
後
、
東
京
の
税
理
会

計
事
務
所
に
勤
務
。
23
歳
で
父
を

亡
く
し
、
こ
れ
を
機
に
宇
都
宮
に

引
っ
越
し
会
社
に
勤
め
る
。

　
結
婚
し
て
馬
頭
に
住
み
、
山
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
驚
く
。
２
人
の

女
の
子
に
恵
ま
れ
、
地
区
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
に
誘
わ
れ
入
部
。
ナ

イ
タ
ー
試
合
等
で
汗
を
流
し
、
他

町
と
の
試
合
に
も
出
場
し
た
。

　
39
歳
の
時
、
仕
事
先
で
受
傷
、

右
手
全
指
欠
損
し
18
日
間
の
入

院
。
先
の
事
を
考
え
る
と
涙
も
出

ず
、
落
ち
込
ん
で
は
い
ら
れ
な
い

と
自
分
に
言
い
聞
か
す
。

　
58
年
に
町
の
福
祉
会
に
入
会
。

県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
研
修
等
に
参

加
。
福
祉
会
の
地
区
役
員
を
経
て

県
身
連
女
性
部
設
立
に
参
画
、
各

市
町
の
代
表
者
と
交
流
す
る
。

　
絵
を
描
い
た
り
、
鑑
賞
す
る
事

が
好
き
な
の
で
、
美
術
館
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
職

を
15
年
務
め
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
。

こ
の
時
に
で
き
た
人
脈
、
情
報

は
、
福
祉
会
の
事
業
に
役
立
っ
て

い
る
。
福
祉
会
も
高
齢
化
が
進

み
、
会
合
の
席
で
介
護
施
設
等
の

相
談
も
あ
り
、
介
護
施
設
の
運
営

推
進
委
員
を
し
て
い
る
の
で
、
情

報
を
得
る
事
が
で
き
る
た
め
、
話

を
す
る
。

　
会
長
に
な
っ
て
困
っ
た
事
は
、

自
動
車
の
運
転
免
許
証
が
な
く
、

行
動
範
囲
が
狭
く
会
員
、
役
員
の

方
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
が
、
皆

が
カ
バ
ー
し
て
下
さ
る
の
で
後

２
年
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

那
須
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
28
年
就
任

矢
島

　
晃

那
珂
川
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

平
成
22
年
就
任

笹
沼
之
子

  

や

　
　
　

 

じ
ま
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き
ら

さ
さ

　
　

   

ぬ
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　昭和25年の身体障害者福祉法施行を受け、県内
各市町では福祉会結成の気運が高まりました。
　栃木県身体障害者福祉会連合会は、県内８郡12
市の身体障害者福祉会が一丸となり、社会参加の促
進と障害者福祉の啓発を目的に、昭和33年６月３
日、任意団体として発足。翌34年５月には機関
紙「栃身連」を創刊することができました。

　川村直永氏は、昭和28年に矢板町身体障害者更
生会を設立、30年に塩谷郡身体障害者福祉会を設
立、その後本会の設立に尽力、初代会長に推され
就任しました。身体障害者の福祉と社会復帰に心
血を注ぎ、温厚清廉なお人柄で会の発展に尽くされ
ました。昭和42年、東北線踏切での事故により急
逝、突然の訃報でした。

　坂本茂氏は、昭和31年に宇都宮市肢体障害者福
祉会を設立、その翌年に宇都宮市身体障害者福祉
会連合会を設立後、初代川村会長とともに本会設
立に尽力、副会長兼事務局長としてスタートしま
した。川村会長逝去後は会長に就任、94歳にてご
勇退を決意されるまで、長きにわたり会を牽引、
多大な功績を残されました。

　平成７年、当時の副会長であった小川榮一氏が
ご高齢だった坂本会長から後を託されました。17
年に日本身体障害者団体連合会会長就任後は障害
者施策が大きな転換期を迎えます。21年内閣府が
障がい者制度改革推進本部を設置、その関係会議
等では重責を担い激務の中にありました。23年の
東日本大震災当日はご自身も東京にて被災、すぐ
に帰郷することができませんでしたが、日身連会
長として１カ月足らずのうちに被災地を視察、激
励訪問に駆け付けました。平成25年６月ご病気の
ため逝去。障害者福祉のために休むことなく歩ま
れたご生涯でした。

　小川会長逝去後、平成25年７月２日に開催された
理事会及び評議員会において全会一致で推挙され就
任、現在の主な役職は次のとおりです。

社会福祉法人宇都宮市障害者福祉会連合会会長
栃木県身体障害者団体連絡協議会会長
特定非営利活動法人栃木県障害者スポーツ協会会長
社会福祉法人栃木県社会福祉協議会副会長
社会福祉法人日本身体障害者団体連合会評議員

▲ 左端・第３代会長　小川 榮一（平成７年～平成25年）

▲ 左・初代会長　川村 直永
　　（昭和33年～昭和42年）

▲ 右・第２代会長　坂本　茂
　　（昭和42年～平成７年）

▼ 中央・第４代会長　麦倉 仁巳

栃身連創立60 周年記念特集号

栃身連の歩み と 歴 代 会 長

「身体障害者福祉法施行50周年記念」日本身体障害者福祉大会にて
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身体障害者福祉関係年表（概要）

昭和25年（1950）

昭和26年（1951）

昭和27年（1952）

昭和33年（1958）

昭和35年（1960）

昭和36年（1961）

昭和37年（1962）

昭和39年（1964）

昭和40年（1965）

昭和45年（1970）

昭和48年（1973）

昭和49年（1974）

昭和54年（1979）

昭和55年（1980）

昭和56年（1981）

昭和58年（1983）

昭和59年（1984）

平成元年（1989）

平成 5年（1993）

平成 6年（1994）

平成 7年（1995）

平成 8年（1996）

平成12年（2000）

平成13年（2001）

平成14年（2002）

平成15年（2003）

平成18年（2006）

平成19年（2007）

平成21年（2009）

平成23年（2011）

平成24年（2012）

平成25年（2013）

平成27年（2015）

平成28年（2016）

平成29年（2017）

身体障害者福祉法 施行

社会福祉事業法　施行

障害福祉年金支給開始

国際身体障害者スポーツ大会（パラリンピック） 東京で開催

第１回全国身体障害者スポーツ大会　岐阜県で開催

障害者基本法　施行

養護学校教育義務制実施

国連障害者の十年（1983～1992）

高齢者保健福祉推進10か年戦略　策定

ハートビル法　施行

障害者プラン（ノーマライゼーション７か年戦略）策定

交通バリアフリー法　施行

身体障害者補助犬法　成立

障害者権利条約　日本政府署名

障がい者制度改革推進本部　設置

改正障害者基本法　公布

障害者虐待防止法　施行

障害者総合支援法　施行

障害者差別解消法　施行

戦傷病者戦没者遺族等援護法　施行
身体障害者旅客運賃割引規程　施行

第１回栃木県身体障害者福祉大会　開催
栃木県義肢製作所　開所

栃木県障害者福祉に関する長期行動計画　策定
栃木県障害者保養センター那珂川苑　開設

栃木県障害者差別解消推進条例　施行
障害者スポーツセンター（わかくさアリーナ）開設

日本身体障害者団体連合会　発足
第１回日本身体障害者福祉大会　東京で開催
第１回パラリンピック競技大会　ローマで開催
身体障害者雇用促進法　施行

国際障害者年～完全参加と平等～
第１回国際身体障害者技能競技大会（アビリンピック） 東京で開催

第１回全国障害者スポーツ大会　宮城県で開催
（身体障害者と知的障害者の全国大会統合）

アジア太平洋障害者の十年（2003～2012）
支援費制度　施行
障害者権利条約　国連で採択
障害者自立支援法　施行

アジア太平洋障害者の十年（1993～2002）
障害者基本法　改正

栃木県社会福祉協議会　設立

栃木県身体障害者福祉会連合会　任意団体として発足

肢体不自由児施設若草学園　開設

身体障害者更生指導所　開所

第1回栃木県身体障害者スポーツ大会　開催

第9回日本身体障害者福祉大会　栃木県で開催

栃木県身体障害者医療福祉センター　開設

栃木県身体障害者福祉会館　開設

栃木県身体障害者団体連絡協議会　設立

第16回全国身体障害者スポーツ大会　栃木県で開催

栃木県身体障害者福祉会連合会　財団法人認可

栃木県障害者スポーツ協会　設立

とちぎ障害者福祉プラン（1993～2000）策定

第１回栃木県民福祉のつどい　開催

第１回栃木県身体障害者福祉のつどい　開催

とちぎ福祉プラザ　開館

とちぎリハビリテーションセンター　開設

とちぎ障害者プラン21（2003～2008）策定

新とちぎ障害者プラン21（2009～2014）策定

栃木県身体障害者福祉会連合会　一般財団法人移行

とちぎ障害者プラン21（2015～2020）策定

第37回全国障害者技能競技大会（アビリンピック） 栃木県で開催

年 国内外の動き 栃木県の動き
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身体障害者福祉関係年表（概要）

昭和25年（1950）

昭和26年（1951）

昭和27年（1952）

昭和33年（1958）

昭和35年（1960）

昭和36年（1961）

昭和37年（1962）

昭和39年（1964）

昭和40年（1965）

昭和45年（1970）

昭和48年（1973）

昭和49年（1974）

昭和54年（1979）

昭和55年（1980）

昭和56年（1981）

昭和58年（1983）

昭和59年（1984）

平成元年（1989）

平成 5年（1993）

平成 6年（1994）

平成 7年（1995）

平成 8年（1996）

平成12年（2000）

平成13年（2001）

平成14年（2002）

平成15年（2003）

平成18年（2006）

平成19年（2007）

平成21年（2009）

平成23年（2011）

平成24年（2012）

平成25年（2013）

平成27年（2015）

平成28年（2016）

平成29年（2017）

身体障害者福祉法 施行

社会福祉事業法　施行

障害福祉年金支給開始

国際身体障害者スポーツ大会（パラリンピック） 東京で開催

第１回全国身体障害者スポーツ大会　岐阜県で開催

障害者基本法　施行

養護学校教育義務制実施

国連障害者の十年（1983～1992）

高齢者保健福祉推進10か年戦略　策定

ハートビル法　施行

障害者プラン（ノーマライゼーション７か年戦略）策定

交通バリアフリー法　施行

身体障害者補助犬法　成立

障害者権利条約　日本政府署名

障がい者制度改革推進本部　設置

改正障害者基本法　公布

障害者虐待防止法　施行

障害者総合支援法　施行

障害者差別解消法　施行

戦傷病者戦没者遺族等援護法　施行
身体障害者旅客運賃割引規程　施行

第１回栃木県身体障害者福祉大会　開催
栃木県義肢製作所　開所

栃木県障害者福祉に関する長期行動計画　策定
栃木県障害者保養センター那珂川苑　開設

栃木県障害者差別解消推進条例　施行
障害者スポーツセンター（わかくさアリーナ）開設

日本身体障害者団体連合会　発足
第１回日本身体障害者福祉大会　東京で開催
第１回パラリンピック競技大会　ローマで開催
身体障害者雇用促進法　施行

国際障害者年～完全参加と平等～
第１回国際身体障害者技能競技大会（アビリンピック） 東京で開催

第１回全国障害者スポーツ大会　宮城県で開催
（身体障害者と知的障害者の全国大会統合）

アジア太平洋障害者の十年（2003～2012）
支援費制度　施行
障害者権利条約　国連で採択
障害者自立支援法　施行

アジア太平洋障害者の十年（1993～2002）
障害者基本法　改正

栃木県社会福祉協議会　設立

栃木県身体障害者福祉会連合会　任意団体として発足

肢体不自由児施設若草学園　開設

身体障害者更生指導所　開所

第1回栃木県身体障害者スポーツ大会　開催

第9回日本身体障害者福祉大会　栃木県で開催

栃木県身体障害者医療福祉センター　開設

栃木県身体障害者福祉会館　開設

栃木県身体障害者団体連絡協議会　設立

第16回全国身体障害者スポーツ大会　栃木県で開催

栃木県身体障害者福祉会連合会　財団法人認可

栃木県障害者スポーツ協会　設立

とちぎ障害者福祉プラン（1993～2000）策定

第１回栃木県民福祉のつどい　開催

第１回栃木県身体障害者福祉のつどい　開催

とちぎ福祉プラザ　開館

とちぎリハビリテーションセンター　開設

とちぎ障害者プラン21（2003～2008）策定

新とちぎ障害者プラン21（2009～2014）策定

栃木県身体障害者福祉会連合会　一般財団法人移行

とちぎ障害者プラン21（2015～2020）策定

第37回全国障害者技能競技大会（アビリンピック） 栃木県で開催

年 国内外の動き 栃木県の動き
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構成団体名簿 役   員   名   簿

welcome
各市町福祉会では会員を募集しています

親睦や交流を深めるためにスポーツ、旅行、
研修会など様々な事業を実施しています

どうぞお問い合わせください

℡028(637)7771

℡0284(20)2134

℡0282(21)2204

℡0283(25)3872

℡0289(63)2176

℡0288(21)2759

℡0285(22)9624

℡0285(82)8844

℡0287(23)8707

℡0287(43)1116

℡0287(37)5122

℡028(686)2670

℡0287(88)7881

℡0285(43)1236

℡0285(56)7925

℡0285(70)1117

℡0285(63)4969

℡0285(68)3151

℡028(677)4711

℡0282(82)7899

℡0287(45)0133

℡028(675)4777

℡0287(72)6917

℡0287(92)2226

宇 都 宮 市

矢 板 市

栃 木 市

さ く ら 市

大 田 原 市

足 利 市

佐 野 市

鹿 沼 市

日 光 市

小 山 市

真 岡 市

那須塩原市

那須烏山市

下 野 市

宇 都 宮 市

足 利 市

大 田 原 市

益 子 町

茂 木 町

市 貝 町

芳 賀 町

壬 生 町

塩 谷 町

高 根 沢 町

那 須 町

那 珂 川 町

足 利 市

栃 木 市

大 田 原 市

栃 身 協

代表理事　会長

理　事　副会長

理　事　副会長

理　事　副会長

理　事　副会長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

監　　事

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

麦 倉 仁 巳

室 井 　 祐

江 原 昭 吉

白 井 　 新

前 田 則 隆

原 　 　 　 康

横 塚 武 夫

葉 山 　 廣

君 島 　 一

清 水 　 浩

村 上 八 郎

高 橋 　 亨

岡 崎 一 良

金 島 亀 夫

中 村 富 頼

植　木　紀代子

渡 邉 　 登

加 藤 文 雄

毛 塚 良 俊

小 堀 謙 介

阿久津　克　美

田 中 一 男

鈴 木 榮 一

髙根沢　由　行

矢 島 　 晃

笹 沼 之 子

新 井 文 雄

坂 本 邦 雄

荒 井 ト ヨ

新 村 一 男

団体長変更のお知らせ

社会福祉法人宇都宮市障害者福祉会連合会

足利市身体障害者福祉会連合会

栃木市身体障害者福祉会連合会

佐野市身体障がい者福祉会

鹿沼市身体障害者親交福祉会

日光市身体障がい者福祉連合会

小山市身体障害者福祉会連合会

真岡市身体障害者福祉会

大田原市身体障害者福祉会

矢板市身体障害者福祉会

那須塩原市身体障害者福祉会

さくら市身体障害者福祉会

那須烏山市身体障害者福祉会

下野市身体障害者福祉会

上三川町身体障害者福祉会

益子町身体障害者福祉会

茂木町身体障害者福祉会

市貝町身体障害者福祉会

芳賀町身体障害者福祉会

壬生町身体障害者福祉会

塩谷町身体障害者福祉会

高根沢町身体障害者福祉会

那須町身体障害者福祉会

那珂川町身体障害者福祉会

宇都宮市中央1-1-15 宇都宮市総合福祉センター内

足利市本城3-2145 足利市福祉事務所内

栃木市万町9-25 栃木市福祉総務課内

佐野市赤見町888-1 会長自宅(平成30年7月1日から)

鹿沼市今宮町1688-1 鹿沼市福祉事務所内

日光市今市511-1 日光市社会福祉協議会内

小山市中央町1-1-1 小山市福祉事務所内

真岡市荒町110-1 真岡市社会福祉協議会内

大田原市本町1-4-1 大田原市福祉事務所内

矢板市本町5-4 矢板市福祉事務所内

那須塩原市南郷屋5-163 那須塩原市社会福祉協議会内

さくら市喜連川904 さくら市社会福祉協議会内

那須烏山市田野倉85-1 那須烏山市社会福祉協議会内

下野市小金井789 下野市社会福祉協議会内

上三川町石田1247-2 庶務担当自宅

益子町益子1532-5 益子町社会福祉協議会内

茂木町茂木1043-1 茂木町社会福祉協議会内

市貝町市塙1720-1 市貝町社会福祉協議会内

芳賀町祖母井297-1 芳賀町社会福祉協議会内

壬生町壬生甲3843-1 壬生町社会福祉協議会内

塩谷町玉生872 塩谷町社会福祉協議会内

高根沢町石末1825 高根沢町社会福祉協議会内

那須町大字寺子丙3-13 那須町保健福祉課内

那珂川町馬頭560-1 那珂川町社会福祉協議会内

平成30年６月30日　佐野市身体障がい者福祉会　
　（旧）横  塚  武  夫　→ （新）大  澤  安  夫
平成30年４月27日　日光市身体障がい者福祉連合会
　（旧）君  島  　  一　→ （新）宮  本  一  夫


